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１

調査実施の概要

-1-



(１) 目的 

 この調査は、昭和 49 年度から毎年実施しており、市政や市民生活に関して、市民の意識、関心、要望の
傾向などを測定し、市政の参考とするものである。令和２年度第１回調査では、「動物園の必要性と役割」
「自然と生物多様性」などをテーマとして設問を構成している。 

(２) 項目 

① 動物園の必要性と役割について 
② 自然と生物多様性について 
③ 札幌市のアイヌ施策について 
④ 札幌の農業について 

(３) 設計 

① 調査地域 札幌市内 
② 調査対象 満 18 歳以上の男女個人 
③ 標本数  5,000 人 
④ 調査方法 調査票を郵送し、返信用封筒で回収 
⑤ 調査期間 令和２年(2020 年)６月 26 日(金)～７月 10日(金) 
⑥ 抽出方法 住民基本台帳から「等間隔無作為抽出」 

(対象者の抽出は、本市の電算システムにて行う。) 

(４) 回収結果 

発送数  5,000 
回収数（率） 2,933  (58.7%) 

(５) 回答者の特性  

1 調査実施の概要 

区分 実数 比率(%) 男性 比率(%) 女性 比率(%) 無回答 比率(%) 合計 比率(%)

対象者全体 2,933 100.0 1,150 39.2 1,758 59.9 25 0.9 2,933 100.0

【性別】

男性 1,150 39.2 1,150 100.0 - - - - 1,150 100.0

女性 1,758 59.9 - - 1,758 100.0 - - 1,758 100.0

無回答 25 0.9 - - - - 25 100.0 25 100.0

【年齢】

29歳以下 262 8.9 114 43.5 148 56.5 - - 262 100.0

30～39歳 321 10.9 114 35.5 207 64.5 - - 321 100.0

40～49歳 482 16.4 185 38.4 296 61.4 1 0.2 482 100.0

50～59歳 519 17.7 189 36.4 330 63.6 - - 519 100.0

60～69歳 560 19.1 227 40.5 332 59.3 1 0.2 560 100.0

70歳以上 771 26.3 319 41.4 445 57.7 7 0.9 771 100.0

無回答 18 0.6 2 11.1 - - 16 88.9 18 100.0

【居住区】

中央区 348 11.9 137 39.4 211 60.6 - - 348 100.0

北区 408 13.9 167 40.9 239 58.6 2 0.5 408 100.0

東区 367 12.5 141 38.4 225 61.3 1 0.3 367 100.0

白石区 296 10.1 117 39.5 177 59.8 2 0.7 296 100.0

厚別区 203 6.9 79 38.9 122 60.1 2 1.0 203 100.0

豊平区 342 11.7 132 38.6 209 61.1 1 0.3 342 100.0

清田区 178 6.1 71 39.9 107 60.1 - - 178 100.0

南区 211 7.2 90 42.7 121 57.3 - - 211 100.0

西区 345 11.8 131 38.0 214 62.0 - - 345 100.0

手稲区 215 7.3 81 37.7 133 61.9 1 0.5 215 100.0

無回答 20 0.7 4 20.0 - - 16 80.0 20 100.0
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(６) 集計・分析上の注意事項 

 報告書内の図表において、各設問の有効回答数は、無回答を含め「Ｎ」で標記している。また、図表中の
構成比（％）は、小数点第２位以下を四捨五入しているため、合計は必ずしも 100.0％になっていない場合
がある。 
 なお、個々の選択肢比率を合算する場合（「そう思う」と「ある程度そう思う」の合計など）は、個々の
回答者数の合計をＮで除して百分率を求め、小数第２位を四捨五入した。このため、本文やグラフの比率を
単純合計したものにはならない場合がある。 

区分 実数 比率(%) 男性 比率(%) 女性 比率(%) 無回答 比率(%) 合計 比率(%)

対象者全体 2,933 100.0 1,150 39.2 1,758 59.9 25 0.9 2,933 100.0

【職業】

会社役員 76 2.6 54 71.1 22 28.9 - - 76 100.0

会社員 780 26.6 421 54.0 359 46.0 - - 780 100.0

公務員 122 4.2 84 68.9 38 31.1 - - 122 100.0

自営業 134 4.6 78 58.2 55 41.0 1 0.7 134 100.0

パート・アルバイト 403 13.7 69 17.1 334 82.9 - - 403 100.0

主婦・主夫 614 20.9 4 0.7 606 98.7 4 0.7 614 100.0

学生 85 2.9 45 52.9 40 47.1 - - 85 100.0

無職 588 20.0 341 58.0 246 41.8 1 0.2 588 100.0

その他 100 3.4 49 49.0 50 50.0 1 1.0 100 100.0

無回答 31 1.1 5 16.1 8 25.8 18 58.1 31 100.0

【世帯構成】

自分1人または友人と
同居など単身世帯

525 17.9
202 38.5 322 61.3 1 0.2

525
100.0

夫婦2人だけの一世代
世帯

943 32.2 398 42.2 540 57.3 5 0.5 943 100.0

親と子の二世代世帯 1,174 40.0 452 38.5 722 61.5 - - 1,174 100.0

親と子と孫の三世代世帯 131 4.5 50 38.2 81 61.8 - - 131 100.0

その他 129 4.4 45 34.9 83 64.3 1 0.8 129 100.0

無回答 31 1.1 3 9.7 10 32.3 18 58.1 31 100.0
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調査結果の詳細
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◇円山動物園に行く頻度 

問１ あなたは、どのくらいの頻度で円山動物園に行きますか。もっとも近いものに１つだけ○をつけて

ください。 

※ “過去 5年以内に円山動物園に行ったことがある”（「毎月 1回以上行く」＋「年に 1 回以上行く」＋「数年に 1回程度行く」） 

【全  体】 円山動物園に行く頻度は、「毎月１回以上行く」が 0.4％、「年に１回以上行く」が 14.3％、「数年に１回程

度行く」が 28.1％、「５年以上行っていない又は行ったことがない」が 53.1％となっている。 

【性  別】 “過去５年以内に円山動物園に行ったことがある”人は、女性で 46.0％と、男性の 38.3％より 7.7 ポイ

ント高くなっている。 

【年代別】 “過去５年以内に円山動物園に行ったことがある”人は、30 歳代（60.1％）で最も高く、次いで 29 歳以下

（54.6％）、40 歳代（53.1％）となっている。 

２ 調査結果の詳細 

（１）動物園の必要性と役割について 

“過去５年以内に円山動物園に行ったことがある”人は 42.8％ 
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◇円山動物園に行かない理由 

≪問１で「４ ５年以上行っていない又は行ったことがない」と答えた方にお聞きします。≫

問１-１ あなたが、円山動物園に行かない理由は何ですか。あてはまるものにいくつでも○をつけてくだ

さい。 

【全  体】 円山動物園に行かない理由は、「子どもが大きくなった」が 48.5％、「一緒に行く人がいない」が 19.6％、

「興味がない」、「時間がない」がそれぞれ 17.7％となっている。 

【性  別】 「子どもが大きくなった」、「臭いが気になる」は、女性が男性より 5.0 ポイント以上高くなっている。 

【年代別】 「興味がない」、「時間がない」は、年代が下がるにつれて割合が高くなっている。また、「園内を歩くのが

つらい」は、70 歳以上（21.8％）で最も高く、最も低い 30 歳代（0.8％）とは、21.0 ポイントの差となっている。 

円山動物園に行かない理由は「子どもが大きくなった」が 48.5％ 
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1,558 48.5 19.6 17.7 17.7 13.9 10.3 9.1 8.6 5.8 3.9 2.6 2.5 1.7 0.6 0.2 13.8 0.3

男性 673 43.4 22.4 19.6 18.9 15.5 9.8 7.0 5.1 7.7 4.0 1.8 3.7 2.2 0.4 0.1 12.0 0.3

女性 871 52.0 17.5 16.4 17.0 12.7 10.7 10.8 11.4 4.2 3.8 3.1 1.6 1.3 0.8 0.2 15.2 0.2

29歳以下 114 1.8 18.4 31.6 47.4 4.4 15.8 0.9 5.3 5.3 4.4 5.3 11.4 6.1 0.9 0.9 14.0 -

30～39歳 121 4.1 28.1 31.4 32.2 14.9 14.9 0.8 9.1 5.0 5.0 2.5 3.3 0.8 - 0.8 18.2 -

40～49歳 211 38.4 16.1 23.7 26.1 16.6 9.0 1.9 7.1 4.7 4.3 2.8 1.9 0.9 0.5 0.5 13.3 -

50～59歳 312 54.8 18.3 18.3 16.7 14.1 5.8 1.6 10.3 4.5 4.8 2.2 1.9 2.2 0.6 - 13.8 -

60～69歳 344 63.7 17.4 12.8 14.5 20.9 9.0 9.6 12.5 7.3 4.7 3.2 1.2 2.0 0.9 - 9.9 0.3

70歳以上 445 60.4 22.5 11.2 5.4 9.2 12.4 21.8 5.8 6.5 2.0 1.6 1.8 0.4 0.7 - 15.7 0.7

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い
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全体
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別

-7-



◇円山動物園が必要か否か 

問２ あなたは、札幌の街にとって、円山動物園は必要だと思いますか。 

【全  体】 札幌の街にとって円山動物園が必要か否かについて、「必要」が 92.7％、「必要ない」が 2.4％となっている。 

【性  別】 男女で大きな差は見られない。 

【年代別】 「必要」は、29歳以下（96.2％）で最も高く、最も低い70歳以上（90.8％）とは、5.4ポイントの差となっている。 

札幌の街にとって円山動物園が「必要」と答えた人は 92.7％ 
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◇円山動物園が必要だと思う理由 

≪問２で 「１ 必要」と答えた方にお聞きします。≫

問２-１ 必要だと思う理由は何ですか。優先順位が高いものに３つまで○をつけてください。 

【全  体】 円山動物園が必要だと思う理由は、「子どもを連れていく場所として必要だから」が 48.2％、「気軽に本物

の動物を見ることができるから」が 46.1％、「自然の大切さや生きもののつながりを感じて学ぶことができるか

ら」が 42.0％となっている。 

【性  別】 「気軽に本物の動物を見ることができるから」は、女性で 49.3％と、男性の 41.2％より 8.1 ポイント高くなっ

ている。また、「動物園のある街は文化的だと思うから」は、男性で 17.0％と、女性の 11.1％より 5.9 ポイント

高くなっている。 

【年代別】 「子どもを連れていく場所として必要だから」は、30歳代（65.9％）で最も高く、最も低い70歳以上（35.7％）

とは、30.2 ポイントの差となっている。また、「気軽に本物の動物を見ることができるから」は、年代が上がる

につれて割合が低くなっている。

円山動物園が必要だと思う理由は「子どもを連れていく場所として必要だから」が 48.2％ 
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2,718 48.2 46.1 42.0 35.6 33.4 27.9 15.4 13.4 1.5 5.5

男性 1,066 49.3 41.2 40.7 34.9 31.4 28.0 17.7 17.0 1.6 4.6

女性 1,634 47.6 49.3 43.0 36.2 34.9 27.8 14.0 11.1 1.3 5.9

29歳以下 252 46.4 52.0 39.7 29.0 40.9 24.2 16.7 17.5 2.8 3.6

30～39歳 296 65.9 49.3 42.9 37.5 29.7 15.5 13.2 14.5 2.4 3.7

40～49歳 455 54.5 47.9 38.9 41.5 32.5 19.8 18.0 15.6 1.3 3.7

50～59歳 489 52.6 45.4 38.4 34.8 35.2 28.8 16.8 10.6 1.6 4.5

60～69歳 512 46.3 44.7 44.9 37.5 32.2 33.8 13.7 10.9 0.6 4.9

70歳以上 700 35.7 42.9 45.1 32.4 32.9 34.6 14.7 13.9 1.1 9.1
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◇円山動物園が必要ないと思う理由 

≪問２で 「１ 必要ない」と答えた方にお聞きします。≫

問２-２ 必要ないと思う理由は何ですか。あてはまるものにいくつでも○をつけてください。 

【全  体】 円山動物園が必要ないと思う理由は、「興味がないから」が 47.9％、「動物園にかかる費用を他の政策に

充ててほしいから」が 33.8％、「動物がかわいそうに見えるから」が 32.4％となっている。 

【性  別】 「興味がないから」、「動物がかわいそうに見えるから」は、男性が女性より 5.0 ポイント以上高くなっている。

また、「面白くないから」、「見たい動物がいないから」は、女性が男性より 5.0 ポイント以上高くなっている。 

円山動物園が必要ないと思う理由は「興味がないから」が 47.9％ 

対
象
者
数

興
味
が
な
い
か
ら

動
物
園
に
か
か
る
費
用
を
他

の
政
策
に
充
て
て
ほ
し
い
か

ら 動
物
が
か
わ
い
そ
う
に
見
え

る
か
ら

面
白
く
な
い
か
ら

見
た
い
動
物
が
い
な
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

71 47.9 33.8 32.4 12.7 5.6 15.5 1.4

男性 34 61.8 35.3 38.2 8.8 2.9 17.6 -

女性 37 35.1 32.4 27.0 16.2 8.1 13.5 2.7

29歳以下 4 100.0 25.0 25.0 25.0 - - -

30～39歳 18 33.3 33.3 33.3 16.7 11.1 16.7 -

40～49歳 11 54.5 45.5 18.2 36.4 9.1 9.1 -

50～59歳 12 66.7 25.0 8.3 8.3 - 25.0 -

60～69歳 12 33.3 33.3 58.3 - 8.3 - 8.3

70歳以上 14 42.9 35.7 42.9 - - 28.6 -

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

年
代
別

性
別

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

対象者全体（N=71)
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◇動物園が生物多様性の保全活動を行っていることの認知度 

問３ あなたは、動物園が生物多様性の保全に貢献するための活動を行っていることを知っていましたか。 

【全  体】 動物園が生物多様性の保全活動を行っていることについて、「知っていた」が 42.7％、「知らなかった」が

55.2％となっている。 

【性  別】 「知っていた」は、男性で 48.3％と、女性の 39.4％より 8.9 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「知っていた」は、70 歳以上（47.3％）で最も高く、最も低い 30 歳代（33.0％）とは、14.3 ポイントの差とな

っている。 

動物園が生物多様性の保全活動を行っていることを「知っていた」人は 42.7％ 

知っていた

42.7%

知らなかった

55.2%

無回答

2.1%

対象者全体(N=2,933)

知っていた

42.7

48.3

39.4

40.1

33.0

40.2

44.5

44.5

47.3

知らなかった

55.2

50.3

58.2

59.5

66.7

59.1

55.1

53.6

47.3

無回答

2.1

1.5

2.4

0.4

0.3

0.6

0.4

2.0

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

［凡例］

対象者全体(N=2,933)

男性(N=1,150)

女性(N=1,758)

29歳以下(N=262)

30～39歳(N=321)

40～49歳(N=482)

50～59歳(N=519)

60～69歳(N=560)

70歳以上(N=771)

性
別

年
代

別

性

別

年
代
別
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◇円山動物園が行う生物多様性の保全活動の取り組み 

問４ 円山動物園が行っている生物多様性の保全活動には以下のような取り組みがありますが、あなたが

知っているものはありますか。あてはまるものにいくつでも〇をつけてください。 

【全  体】 円山動物園が行っている生物多様性の保全活動で知っているものは、「総合学習の受け入れなどの学

校教育との連携」が 34.4％、「希少な野生動物の飼育繁殖技術の確立」が 33.5％、「園内における解説や

ガイドの実施」が 32.1％となっている。 

【性  別】 「総合学習の受け入れなどの学校教育との連携」、「園内における解説やガイドの実施」は、女性が男性

より 5.0 ポイント以上高くなっている。 

【年代別】 「希少な野生動物の飼育繁殖技術の確立」は、60 歳代（42.0％）で最も高く、最も低い 30 歳代（17.4％）

とは 24.6 ポイントの差となっている。また、59 歳以下では「総合学習の受け入れなどの学校教育との連携」

が、60 歳以上では「希少な野生動物の飼育繁殖技術の確立」が最も高くなっている。 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

対象者全体（N=2,933)

円山動物園が行う生物多様性の保全活動の取り組みで知っているものは「総合学習の受け

入れなどの学校教育との連携」が 34.4％ 

対
象
者
数

総
合
学
習
の
受
け
入
れ
な
ど

の
学
校
教
育
と
の
連
携

希
少
な
野
生
動
物
の
飼
育
繁

殖
技
術
の
確
立

園
内
に
お
け
る
解
説
や
ガ
イ

ド
の
実
施

ホ
ッ

キ
ョ

ク
グ
マ
保
全
推
進

事
業
（

生
息
地
の
保
全
活
動

機
関
と
の
連
携
）

ア
ジ
ア
ゾ
ウ
繁
殖
推
進
事
業

（

海
外
専
門
家
に
よ
る
職
員

の
技
術
研
修
の
実
施
）

オ
オ
ワ
シ
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進

事
業
（

野
生
復
帰
技
術
の
確

立
）

ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（

市
内
の
生
息
状
況
調

査
、

普
及
啓
発
）

そ
の
他

知
っ

て
い
る
取
り
組
み
は
な

い 無
回
答

2,933 34.4 33.5 32.1 27.6 15.9 13.6 4.4 0.9 26.7 7.0

男性 1,150 30.5 34.8 27.5 27.0 16.4 14.8 5.0 0.8 30.9 5.9

女性 1,758 37.0 32.8 35.3 28.0 15.5 13.0 4.0 0.9 24.1 7.5

29歳以下 262 46.2 22.9 38.9 21.0 11.1 6.9 3.4 - 34.0 1.9

30～39歳 321 31.2 17.4 29.3 19.6 12.5 7.5 2.5 0.6 38.6 5.3

40～49歳 482 39.2 27.0 32.8 26.3 12.9 10.4 1.9 0.8 31.1 2.3

50～59歳 519 37.8 34.5 31.6 29.9 16.0 14.5 5.0 0.8 29.5 3.9

60～69歳 560 33.0 42.0 34.1 27.3 14.5 14.6 4.5 0.4 23.8 8.0

70歳以上 771 27.9 41.6 29.8 33.1 21.7 19.6 6.7 1.6 16.9 13.4

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

年
代
別

性
別
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◇円山動物園が行う生物多様性の保全活動にどのように参加や支援をしたいか 

問５ あなたは、円山動物園が行う生物多様性の保全活動について、どのような方法であれば参加又は支

援したいと思いますか。あてはまるものにいくつでも〇をつけてください。

【全  体】 円山動物園が行う生物多様性の保全活動に、どのような方法であれば参加又は支援したいかは、「動物

園で環境について学ぶ」が 27.9％、「動物園の活動を家族や知人に広める」が 27.2％、「動物園の保全活

動にお金を寄付」が 17.1％となっている。 

【性  別】 「動物園の活動を家族や知人に広める」は、女性で 29.9％と、男性の 23.6％より 6.3 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「動物園で環境について学ぶ」は、40 歳代（35.1％）で最も高く、最も低い 70 歳以上（22.0％）とは 13.1

ポイントの差となっている。また、59 歳以下では「動物園で環境について学ぶ」が、60 歳以上では「動物園

の活動を家族や知人に広める」が最も高くなっている。 

生物多様性の保全活動にどのような方法であれば参加又は支援したいかは「動物園で環境

について学ぶ」が 27.9％ 

対
象
者
数

動
物
園
で
環
境
に
つ
い
て
学

ぶ 動
物
園
の
活
動
を
家
族
や
知

人
に
広
め
る

動
物
園
の
保
全
活
動
に
お
金

を
寄
付

動
物
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活

動
に
参
加

動
物
園
の
保
全
活
動
に
必
要

な
物
品
を
寄
付

動
物
園
を
支
援
し
て
い
る
企

業
や
団
体
に
寄
付

動
物
園
と
協
働
し
て
保
全
活

動
を
行
う
団
体
に
所
属

そ
の
他

参
加
・
支
援
は
考
え
て
い
な

い 無
回
答

2,933 27.9 27.2 17.1 15.6 7.6 6.2 3.1 2.8 34.2 5.4

男性 1,150 27.6 23.6 16.6 14.3 7.7 6.3 3.1 1.9 38.6 4.4

女性 1,758 28.4 29.9 17.5 16.6 7.7 6.3 3.1 3.1 31.2 5.9

29歳以下 262 32.1 29.4 20.6 20.6 7.6 8.8 6.9 2.3 26.3 1.9

30～39歳 321 32.1 29.9 19.6 18.7 11.2 8.7 2.8 1.9 29.6 1.2

40～49歳 482 35.1 32.4 21.4 17.4 10.8 6.4 1.7 2.3 29.7 1.2

50～59歳 519 29.5 27.7 15.6 19.8 9.1 6.6 3.3 2.3 35.3 1.7

60～69歳 560 24.6 25.4 16.6 15.0 5.4 4.3 3.2 1.8 39.1 5.5

70歳以上 771 22.0 23.7 13.7 9.2 4.9 5.4 2.7 4.3 37.1 12.8

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

年
代
別

性
別

0%

10%

20%

30%

40%

50%

対象者全体（N=2,933)
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◇円山動物園に世界や日本各地の希少動物の展示が必要か否か 

問６ あなたは、円山動物園に北海道の動物だけでなく、世界や日本各地の希少な動物の展示が必要だと

思いますか。あてはまるものに１つだけ〇をつけてください。

【全  体】 円山動物園に世界や日本各地の希少動物の展示について、「必要」が 58.2％、「必要ない」が 12.5％、

「わからない」が 24.5％となっている。 

【性  別】 「必要」は、男性で 62.9％と、女性の 55.3％より 7.6 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「必要」は、29 歳以下（62.2％）で最も高く、最も低い 50歳代（53.4％）とは 8.8 ポイントの差となっている。 

円山動物園に世界や日本各地の希少動物の展示を「必要」と答えた人は 58.2％ 

必要

58.2%

必要ない

12.5%

わからない

24.5%

無回答

4.8%

対象者全体(N=2,933)

必要

58.2

62.9

55.3

62.2

59.2

55.2

53.4

58.2

62.0

必要ない

12.5

14.2

11.4

16.0

14.0

17.0

14.3

9.6

8.7

わからない

24.5

19.0

28.1

19.8

24.3

23.7

28.5

25.7

23.0

無回答

4.8

4.0

5.2

1.9

2.5

4.1

3.9

6.4

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

［凡例］

対象者全体(N=2,933)

男性(N=1,150)

女性(N=1,758)

29歳以下(N=262)

30～39歳(N=321)

40～49歳(N=482)

50～59歳(N=519)

60～69歳(N=560)

70歳以上(N=771)

性
別

年
代

別

性

別

年
代
別
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◇円山動物園に世界や日本各地の希少動物の展示が必要だと思う理由 

≪問６で 「１ 必要」と答えた方にお聞きします。≫

問６-１ 必要だと思う理由は何ですか。あてはまるものにいくつでも○をつけてください。

【全  体】 円山動物園に世界や日本各地の希少動物の展示が必要だと思う理由は、「子どもが世界各地に生息す

る動物を見て学ぶことができるから」が73.3％、「地球全体の生物多様性の保全につながるから」が60.1％、

「動物の観覧を通して世界各地の生息環境に関心や興味を深めることができるから」が 57.2％となっている。 

【性  別】「動物の観覧を通して世界各地の生息環境に関心や興味を深めることができるから」、「気軽に珍しい動物

を見たいから」は、女性が男性より 5.0 ポイント以上高くなっている。 

【年代別】 「地球全体の生物多様性の保全につながるから」は、60 歳代（70.6％）で最も高く、最も低い 29 歳以下

（41.7％）とは 28.9 ポイントの差となっている。また、「気軽に珍しい動物を見たいから」は、年代が上がるに

つれて割合が低くなっている。 

円山動物園に世界や日本各地の希少動物の展示が必要だと思う理由は「子どもが世界各地

に生息する動物を見て学ぶことができるから」が 73.3％ 

対
象
者
数

子
ど
も
が
世
界
各
地
に
生
息
す
る
動
物

を
見
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
ら

身
近
な
動
物
だ
け
で
は
な
く
、

国
内
や

世
界
各
地
に
生
息
す
る
動
物
を
展
示

（

飼
育
及
び
繁
殖
等
を
含
む
）

し
て
い

く
こ
と
は
、

地
球
全
体
の
生
物
多
様
性

の
保
全
に
つ
な
が
る
か
ら

動
物
の
観
覧
を
通
し
て
世
界
各
地
の
生

息
環
境
に
関
心
や
興
味
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら

気
軽
に
珍
し
い
動
物
を
見
た
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

1,707 73.3 60.1 57.2 39.1 1.6 0.1

男性 723 72.3 59.8 50.9 35.7 1.5 -

女性 972 74.2 60.3 61.8 41.9 1.6 0.2

29歳以下 163 63.2 41.7 51.5 54.6 3.1 -

30～39歳 190 75.3 43.2 55.3 44.7 1.6 -

40～49歳 266 72.2 53.0 64.3 42.5 1.9 -

50～59歳 277 73.3 59.9 59.9 36.1 3.2 -

60～69歳 326 71.5 70.6 55.2 35.0 0.6 -

70歳以上 478 78.2 70.1 55.9 34.5 0.6 0.4

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

年
代
別

性
別

0%

20%

40%

60%

80%

100%

対象者全体（N=1,707)
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◇円山動物園に世界や日本各地の希少動物の展示が必要ないと思う理由 

≪問６で 「２ 必要ない」と答えた方にお聞きします。≫

問６-２ 必要ないと思う理由は何ですか。あてはまるものにいくつでも○をつけてください。

【全  体】 円山動物園に世界や日本各地の希少動物の展示が必要ないと思う理由は、「北海道や札幌市に生息

する動物の展示や保全に力を入れてほしいから」が 54.1％、「費用をかけてまで飼育する必要はないから」

が 32.5％、「希少動物の展示が野生動物の種を絶やさない取り組みにつながるとは思えないから」が

27.0％となっている。 

【性  別】 「北海道や札幌市に生息する動物の展示や保全に力を入れてほしいから」は、女性で 57.2％と、男性の

50.3％より 6.9 ポイント高くなっている。また、「費用をかけてまで飼育する必要はないから」、「希少動物の展

示が野生動物やその生息環境の問題を考えることにつながるとは思えないから」は、男性が女性より5.0ポイ

ント以上高くなっている。 

【年代別】 「北海道や札幌市に生息する動物の展示や保全に力を入れてほしいから」は、29 歳以下（66.7％）で最

も高く、最も低い 70 歳以上（38.8％）とは 27.9 ポイントの差となっている。 

円山動物園に世界や日本各地の希少動物の展示が必要ないと思う理由は「北海道や札幌市

に生息する動物の展示や保全に力を入れてほしいから」が 54.1％ 

対
象
者
数

北
海
道
や
札
幌
市
に
生
息
す

る
動
物
の
展
示
や
保
全
に
力

を
入
れ
て
ほ
し
い
か
ら

費
用
を
か
け
て
ま
で
飼
育
す

る
必
要
は
な
い
か
ら

希
少
動
物
の
展
示
が
野
生
動

物
の
種
を
絶
や
さ
な
い
取
り

組
み
に
つ
な
が
る
と
は
思
え

な
い
か
ら

希
少
動
物
の
展
示
が
野
生
動

物
や
そ
の
生
息
環
境
の
問
題

を
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
は
思
え
な
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

366 54.1 32.5 27.0 26.5 15.0 0.3

男性 163 50.3 36.2 27.0 29.4 14.1 -

女性 201 57.2 29.4 27.4 24.4 15.9 0.5

29歳以下 42 66.7 26.2 21.4 19.0 26.2 -

30～39歳 45 57.8 31.1 28.9 28.9 20.0 -

40～49歳 82 59.8 30.5 25.6 25.6 13.4 -

50～59歳 74 51.4 29.7 29.7 27.0 14.9 1.4

60～69歳 54 55.6 31.5 31.5 27.8 7.4 -

70歳以上 67 38.8 43.3 25.4 29.9 13.4 -

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

対象者全体

(%)

年
代
別

性
別

0%

20%

40%

60%

80%

対象者全体（N=366)

-16-



◇円山動物園がどのような動物園であってほしいか 

問７ あなたは、円山動物園がどのような動物園であってほしいですか。優先順位が高いものに３つまで

〇をつけてください。 

【全  体】 円山動物園がどのような動物園であってほしいかは、「動物の飼育施設や展示施設の充実など、生き生

きとした動物が見られる動物園」が 55.8％、「休憩施設や便益施設の充実など、癒しやくつろぎのある動物

園」が 36.3％、「学習プログラムの充実など、野生動物や環境問題について楽しく学ぶことのできる動物園」

が 33.5％となっている。 

【性  別】 「動物の飼育施設や展示施設の充実など、生き生きとした動物が見られる動物園」は、女性で 58.2％と、

男性の 52.3％より 5.9 ポイント高くなっている。また、「世界の珍しい動物が見られる動物園」は、男性で

26.7％と、女性の 18.9％より 7.8 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「子育てにおいて活用しやすい動物園」は、30 歳代（43.9％）で最も高く、最も低い 70 歳以上（22.8％）と

は 21.1 ポイントの差となっている。 

円山動物園は「動物の飼育施設や展示施設の充実など、生き生きとした動物が見られる動

物園」であってほしいと答えた人が 55.8％ 

対
象
者
数

動
物
の
飼
育
施
設
や
展
示
施
設
の
充

実
な
ど
、

生
き
生
き
と
し
た
動
物
が

見
ら
れ
る
動
物
園

休
憩
施
設
や
便
益
施
設
の
充
実
な

ど
、

癒
し
や
く
つ
ろ
ぎ
の
あ
る
動
物

園 学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
な
ど
、

野

生
動
物
や
環
境
問
題
に
つ
い
て
楽
し

く
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
動
物
園

子
育
て
に
お
い
て
活
用
し
や
す
い
動

物
園

動
物
を
よ
り
近
く
で
観
察
す
る
た
め

の
触
れ
合
い
や
給
餌
体
験
の
充
実
し

た
動
物
園

世
界
の
珍
し
い
動
物
が
見
ら
れ
る
動

物
園

希
少
な
動
物
の
飼
育
繁
殖
な
ど
の
保

全
活
動
や
調
査
研
究
に
力
を
い
れ
る

動
物
園

遊
具
、

遊
び
場
や
イ
ベ
ン
ト
の
充
実

な
ど
、

レ
ジ
ャ
ー

性
の
高
い
動
物
園

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
充
実
な
ど
、

観
光
客
の
多
く
訪
れ
る
動
物
園

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

2,933 55.8 36.3 33.5 31.9 30.7 22.0 17.9 12.0 4.2 1.8 2.3 8.6

男性 1,150 52.3 35.3 31.8 31.2 29.0 26.7 20.1 13.4 4.8 1.7 2.4 8.3

女性 1,758 58.2 37.1 34.5 32.5 31.8 18.9 16.4 11.0 3.9 1.9 2.2 8.6

29歳以下 262 50.4 38.9 29.4 32.1 37.8 24.0 17.2 25.2 7.6 1.9 0.4 6.5

30～39歳 321 48.3 28.3 35.5 43.9 31.2 19.3 18.7 22.4 3.1 1.6 1.9 7.2

40～49歳 482 60.8 35.9 38.8 36.9 33.6 16.4 17.8 13.9 1.9 2.3 1.7 5.4

50～59歳 519 59.3 38.7 34.3 33.7 30.8 18.3 17.7 10.0 3.3 1.7 2.1 7.3

60～69歳 560 58.6 37.0 34.8 31.4 29.1 19.1 19.3 6.1 4.3 2.1 2.0 11.1

70歳以上 771 53.4 37.2 29.2 22.8 27.4 30.5 16.9 7.4 5.6 1.6 4.0 10.6

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

年
代
別

性
別

0%

20%

40%

60%

80%

対象者全体（N=2,933)
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◇自然に関する興味 

問８ あなたは、自然に関することについてどのようなことに興味がありますか。あてはまるものにいく

つでも○をつけてください。 

【全  体】 自然に関して興味があることは、「自然の風景や景色」が 79.1％、「大気汚染や水質汚染などの環境

問題」が 42.6％、「動物やペット」が 35.7％となっている。 

【性  別】 「動物やペット」、「植物」、「園芸・家庭菜園」は、女性が男性より 5.0 ポイント以上高くなっている。また、「登

山・キャンプ・海水浴などの娯楽」、「山菜・きのこ・魚介類などの食料」は、男性が女性より 5.0 ポイン

ト以上高くなっている。 

【年代別】 「大気汚染や水質汚染などの環境問題」は、年代が上がるにつれて割合が高くなっている。また、「動物

やペット」は、年代が上がるにつれて割合が低くなっている。 

【問９回答別】 「大気汚染や水質汚染などの環境問題」、「自然保護活動」は、生物多様性の言葉の意味を知って

いた人が、言葉の意味を知らなかった人より 10.0 ポイント以上高くなっている。 

（２）自然と生物多様性について 

自然に関して「自然の風景や景色」に関心があると答えた人は 79.1％ 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

対象者全体（N=2,933)

対
象
者
数

自
然
の
風
景
や
景
色

大
気
汚
染
や
水
質
汚
染
な
ど

の
環
境
問
題

動
物
や
ペ
ッ

ト

植
物

園
芸
・
家
庭
菜
園

登
山
・
キ
ャ

ン
プ
・
海
水
浴

な
ど
の
娯
楽

山
菜
・
き
の
こ
・
魚
介
類
な

ど
の
食
料

自
然
保
護
活
動

自
然
観
察
会
・
自
然
体
験
ツ

ア
ー

な
ど
の
体
験
活
動

昆
虫

そ
の
他

自
然
に
興
味
が
な
い

無
回
答

2,933 79.1 42.6 35.7 32.9 31.2 30.4 29.8 22.9 22.3 10.6 1.2 1.6 1.9

男性 1,150 78.6 41.1 31.4 27.3 26.3 34.3 33.2 23.1 20.4 13.6 1.3 2.1 1.5

女性 1,758 79.6 43.5 38.7 36.6 34.4 28.2 27.6 22.9 23.6 8.8 1.2 1.4 2.1

29歳以下 262 79.0 23.3 59.2 30.5 18.3 51.1 33.2 12.2 17.2 7.6 0.8 1.5 0.8

30～39歳 321 77.3 29.0 52.0 31.5 28.7 51.4 30.2 18.4 19.0 11.5 0.9 3.4 0.9

40～49歳 482 76.3 38.6 42.1 30.7 28.2 46.5 30.3 18.3 19.7 11.6 1.5 2.7 1.7

50～59歳 519 79.2 44.1 37.0 32.2 28.1 27.4 28.5 22.0 23.3 14.1 1.3 1.5 1.7

60～69歳 560 82.0 48.8 29.8 33.9 31.4 19.5 27.5 26.3 22.5 10.9 1.3 0.9 2.5

70歳以上 771 80.2 51.9 20.6 35.5 40.5 15.2 30.9 29.8 26.3 8.0 1.3 0.9 2.5

865 83.7 53.2 38.5 38.7 31.9 32.4 35.3 32.3 26.4 16.0 2.3 0.9 0.2

1,955 78.9 39.0 35.5 31.2 31.6 30.7 28.5 19.2 21.0 8.4 0.8 2.0 0.5

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

問9 (生物多様性の意味を）
知っていた

問9 (生物多様性の意味を）
知らなかった

(%)

対象者全体

性
別

年
代
別
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◇「生物多様性」の認知度 

問９ あなたは、「生物多様性」という言葉の意味を知っていましたか。あてはまるものに１つだけ○をつ

けてください。 

【全  体】 「生物多様性」という言葉について、「意味を知っていた」が 29.5％、「言葉は知っていたが、意味までは

知らなかった」が 30.3％、「知らなかった」が 36.3％となっている。 

【性  別】 「意味を知っていた」は、男性で 37.3％と、女性の 24.6％より 12.7 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「意味を知っていた」は、29歳以下（43.1％）で最も高く、最も低い 30歳代（24.6％）とは、18.5 ポイントの

差となっている。 

問９ 生物多様性の意味を知っていた ・・・・・ 「意味を知っていた」 

生物多様性の意味を知らなかった ・・・ 「言葉は知っていたが、意味までは知らなかった」＋「知らなかった」 

「生物多様性」という言葉の意味を知っていた人は 29.5％ 

意味を知っていた

29.5%

言葉は知っていたが、意味

までは知らなかった

30.3%

知らなかった

36.3%

無回答

3.9%
対象者全体(N=2,933)

意味を知っていた

29.5

37.3

24.6

43.1

24.6

28.8

29.3

27.1

29.3

言葉は知っていたが、意

味までは知らなかった

30.3

29.7

30.7

31.7

27.7

29.5

28.5

30.4

32.7

知らなかった

36.3

30.2

40.4

23.7

46.4

39.0

40.5

37.7

31.3

無回答

3.9

2.9

4.3

1.5

1.2

2.7

1.7

4.8

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

［凡例］

対象者全体(N=2,933)

男性(N=1,150)

女性(N=1,758)

29歳以下(N=262)

30～39歳(N=321)

40～49歳(N=482)

50～59歳(N=519)

60～69歳(N=560)

70歳以上(N=771)

性
別

年
代

別

性

別

年
代
別
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◇「生物多様性」を知ったきっかけ 

≪問９で 「１ 意味を知っていた」または「２ 言葉は知っていたが、意味までは知らなかった」と答え

た方にお聞きします。≫ 

問９-１ あなたが「生物多様性」を知ったきっかけは何ですか。あてはまるものにいくつでも○をつけて

ください。 

【全  体】 「生物多様性」を知ったきっかけは、「テレビ・ラジオ」が 64.6％、「新聞」が 37.1％、「書籍」が 20.1％とな

っている。 

【性  別】 「新聞」、「書籍」は、男性が女性より 5.0 ポイント以上高くなっている。 

【年代別】 「新聞」、「札幌市で発行している冊子・チラシ」は、年代が上がるにつれて割合が高くなっている。また、

「中学校の授業」、「高等学校の授業」、「小学校の授業」は、年代が下がるにつれて割合が高くなっている。 

【問９回答別】 「書籍」は、生物多様性の言葉の意味を知っていた人で 31.8％と、言葉の意味を知らなかった人の

8.8％より 23.0 ポイント高くなっている。 

「生物多様性」を知ったきっかけは「テレビ・ラジオ」が 64.6％ 

対
象
者
数

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

新
聞

書
籍

札
幌
市
で
発
行
し
て
い
る
冊

子
・
チ
ラ
シ

中
学
校
の
授
業

高
等
学
校
の
授
業

小
学
校
の
授
業

大
学
、

専
門
学
校
の
授
業
・

講
義

仕
事
・
会
社
で
関
わ
り
が

あ
っ

た

自
然
観
察
会

生
物
多
様
性
関
係
の
イ
ベ
ン

ト
や
講
習
会

友
人
・
知
人
か
ら
聞
い
た

札
幌
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

札
幌
市
の
出
前
講
座

そ
の
他

覚
え
て
い
な
い

無
回
答

1,754 64.6 37.1 20.1 10.0 9.2 8.1 7.1 5.5 4.7 4.3 3.6 3.0 2.2 0.3 3.4 9.2 1.9

男性 770 63.5 41.3 25.7 8.8 7.7 7.5 6.5 7.4 6.2 3.4 3.9 3.1 2.9 0.3 4.7 8.7 1.7

女性 971 65.6 33.6 15.9 10.9 10.6 8.7 7.5 4.1 3.6 4.9 3.4 3.0 1.6 0.4 2.3 9.8 2.1

29歳以下 196 32.7 11.2 15.3 2.0 36.2 39.8 21.9 17.3 1.5 - 3.6 1.5 0.5 - 1.0 14.3 0.5

30～39歳 168 48.8 17.3 19.6 4.8 13.7 12.5 8.3 11.9 4.8 3.6 4.8 1.8 0.6 - 6.0 16.7 2.4

40～49歳 281 62.6 21.4 21.0 7.1 8.5 7.5 7.5 4.6 7.5 2.1 2.8 2.8 1.1 0.4 4.3 15.3 2.8

50～59歳 300 66.0 34.0 19.3 7.3 7.7 2.7 6.3 3.0 5.0 5.0 4.7 2.7 1.7 - 3.7 10.3 1.3

60～69歳 322 76.1 45.7 21.7 11.2 3.1 2.2 3.7 3.1 6.2 3.4 2.8 3.4 3.7 0.6 4.0 4.3 2.8

70歳以上 478 75.9 60.0 21.5 17.8 2.3 1.5 2.9 2.3 3.3 7.7 3.6 4.2 3.3 0.6 2.1 3.8 1.5

865 64.6 40.9 31.8 7.6 13.6 12.6 11.1 9.4 8.1 6.6 6.0 3.6 2.8 0.5 4.5 5.2 1.2

889 64.6 33.3 8.8 12.3 4.9 3.7 3.1 1.8 1.5 2.0 1.2 2.5 1.6 0.2 2.2 13.2 2.7

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

問9 (生物多様性の意味を）
知っていた

問9 (生物多様性の意味を）
知らなかった

(%)

対象者全体

性
別

年
代
別

0%

20%

40%

60%

80%

対象者全体（N=1,754)
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◇「生物多様性」の保全につながる行動で行っているもの 

問１０ 次の行動は、「生物多様性」の保全につながる行動ですが、あなたが実際に行っているものはあり

ますか。あてはまるものにいくつでも○をつけてください。 

【全  体】 「生物多様性」の保全につながる行動で行っているものは、「節電や適切な冷暖房温度の設定をしている」

が 63.1％、「地元の食材を選んで購入している」が 55.8％、「旬の食材を選んで購入している」が 47.9％とな

っている。 

【性  別】 「節電や適切な冷暖房温度の設定をしている」、「地元の食材を選んで購入している」、「旬の食材を選ん

で購入している」、「生き物を飼育するときは最後まで責任を持って育てている」は、女性が男性より 10.0 ポイ

ント以上高くなっている。 

【年代別】 「地元の食材を選んで購入している」は、60 歳代（60.7％）で最も高く、最も低い 29 歳以下（33.6％）とは、

27.1 ポイントの差となっている。「環境に配慮した商品を優先的に購入している」は、年代が上がるにつれ

て割合が高くなっている。 

「生物多様性」の保全につながる行動で行っているものは「節電や適切な冷暖房温度の設

定をしている」が 63.1％ 

0%

20%

40%

60%

80%

対象者全体（N=2,933)

対
象
者
数

節
電
や
適
切
な
冷
暖
房
温
度

の
設
定
を
し
て
い
る

地
元
の
食
材
を
選
ん
で
購
入

し
て
い
る

旬
の
食
材
を
選
ん
で
購
入
し

て
い
る

生
き
物
を
飼
育
す
る
と
き
は

最
後
ま
で
責
任
を
持
っ

て
育

て
て
い
る

環
境
に
配
慮
し
た
商
品
を
優

先
的
に
購
入
し
て
い
る

外
に
出
て
積
極
的
に
自
然
の

中
で
過
ご
し
て
い
る

自
然
や
生
き
物
に
つ
い
て
家

族
や
友
人
と
話
を
し
て
い
る

身
近
な
生
き
物
を
観
察
し
て

い
る

円
山
動
物
園
の
活
動
を
応
援

し
て
い
る

自
然
保
護
活
動
や
美
化
活
動

に
参
加
し
て
い
る

自
然
観
察
会
や
講
演
会
な
ど

に
参
加
し
て
い
る

そ
の
他
の
行
動

上
記
の
行
動
は
し
て
い
な
い

無
回
答

2,933 63.1 55.8 47.9 43.7 19.6 18.6 15.5 14.6 10.0 2.5 1.5 1.7 7.4 2.5

男性 1,150 55.0 46.3 37.8 36.3 15.2 20.2 11.3 15.0 7.5 2.5 1.0 1.8 11.6 2.4

女性 1,758 68.7 62.2 54.5 48.4 22.4 17.6 18.4 14.3 11.6 2.4 1.8 1.6 4.7 2.3

29歳以下 262 59.2 33.6 28.2 42.4 11.1 18.7 14.5 13.7 8.4 1.1 1.1 0.4 12.2 1.5

30～39歳 321 63.6 42.1 41.1 45.5 11.8 20.9 15.6 18.1 10.3 1.2 1.2 1.2 9.7 1.2

40～49歳 482 62.0 60.4 47.7 52.3 16.6 17.0 18.7 16.0 10.6 1.2 1.0 1.7 7.1 0.4

50～59歳 519 67.8 60.3 51.6 46.6 19.3 17.1 17.3 17.0 10.4 1.5 1.5 2.1 6.2 1.0

60～69歳 560 65.4 60.7 52.9 42.1 23.8 17.3 12.7 11.8 9.3 2.9 1.1 1.6 6.3 2.7

70歳以上 771 61.0 60.2 51.8 37.0 24.9 20.6 15.0 13.2 10.4 4.5 2.2 2.1 6.6 4.9

865 67.6 59.8 49.4 47.2 27.9 24.5 23.5 21.7 13.1 5.2 3.4 3.0 5.0 1.2

1,955 61.5 54.2 47.4 42.3 16.0 16.3 11.9 11.6 8.7 1.2 0.7 1.0 8.5 2.3

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
代
別

問9 (生物多様性の意味を）
知っていた

問9 (生物多様性の意味を）
知らなかった
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◇「生物多様性」の保全につながる行動で課題があると感じるもの 

≪問１０で 「１」から「１２」のいずれかに〇をつけた方にお聞きします。≫ 

問１０-１ あなたが「生物多様性」の保全につながる行動をする中で、課題があると感じることは何です

か。あてはまるものにいくつでも○をつけてください。

【全  体】 「生物多様性」の保全につながる行動をする中で、課題があると感じることは、「行動の効果や成果が見

えにくい」が 41.1％、「周囲の関心が低い」が 26.4％、「今の行動のほかに何をしたらよいかわからない」が

25.5％となっている。 

【性  別】 「行動の効果や成果が見えにくい」、「評価されることが少ない」は、男性が女性より 5.0 ポイント以上高くな

っている。また、「今の行動のほかに何をしたらよいかわからない」は、女性で28.4％と、男性の20.8％より7.6

ポイント高くなっている。 

【年代別】 「行動の効果や成果が見えにくい」は、30 歳代（46.9％）で最も高く、最も低い 70 歳以上（33.1％）とは、

13.8 ポイントの差となっている。 「お金がかかる」、「面倒である」は、年代が上がるにつれて割合が低くなっ

ている。 

【問９回答別】 「今の行動のほかに何をしたらよいかわからない」は、生物多様性の言葉の意味を知らなかった人で

28.1％と、言葉の意味を知っていた人の 19.7％より 8.4 ポイント高くなっている。 

「生物多様性」の保全につながる行動をする中で、課題があると感じることは「行動の効

果や成果が見えにくい」が 41.1％ 

対
象
者
数

行
動
の
効
果
や
成
果
が
見
え

に
く
い

周
囲
の
関
心
が
低
い

今
の
行
動
の
ほ
か
に
何
を
し

た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

今
行
っ

て
い
る
行
動
が
正
し

い
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い

時
間
が
な
い

お
金
が
か
か
る

評
価
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い

一
緒
に
や
る
人
が
い
な
い

面
倒
で
あ
る

活
動
を
行
う
場
所
が
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

2,644 41.1 26.4 25.5 20.6 15.5 12.7 12.7 8.5 5.7 5.4 2.9 11.1 5.1

男性 989 47.5 27.3 20.8 22.5 15.1 14.9 15.9 8.6 6.2 7.7 3.2 10.5 3.9

女性 1,635 37.6 26.1 28.4 19.4 15.8 11.4 10.9 8.4 5.4 4.1 2.8 11.4 5.7

29歳以下 226 46.0 34.5 22.1 24.8 20.8 22.6 20.4 8.8 11.9 3.1 1.3 8.0 0.4

30～39歳 286 46.9 29.0 28.7 24.5 18.2 19.6 14.3 8.7 7.7 7.7 2.1 9.1 1.0

40～49歳 446 43.9 27.4 28.5 25.6 20.6 18.2 13.5 7.0 6.7 3.6 2.2 10.1 1.1

50～59歳 482 43.2 24.9 28.8 19.9 18.9 11.6 10.2 8.5 5.4 5.2 3.9 11.4 1.0

60～69歳 510 42.7 25.9 26.9 18.6 13.7 8.8 11.6 7.3 4.1 7.5 2.2 11.6 7.3

70歳以上 682 33.1 23.6 19.9 16.4 8.1 6.5 11.9 10.4 3.5 5.1 4.1 13.0 12.3

812 47.0 31.9 19.7 22.9 15.0 13.4 15.5 8.3 6.4 5.8 4.2 9.1 3.1

1,743 38.9 24.2 28.1 19.7 16.1 12.7 11.5 8.6 5.6 5.1 2.4 12.2 5.3

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

問9 (生物多様性の意味を）
知らなかった

対象者全体

問9 (生物多様性の意味を）
知っていた

性
別

年
代
別

0%

20%

40%

60%

対象者全体（N=2,644)
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◇「生物多様性」の保全につながる行動のうちやってみたいもの 

≪問１０で 「１３ 上記の行動はしていない」と答えた方にお聞きします。≫ 

問１０-２ 次の「生物多様性」の保全につながる行動のうち、今後やってみたいと思うものはありますか。

あてはまるものにいくつでも○をつけてください。

【全  体】 「生物多様性」の保全につながる行動のうち、今後やってみたいと思うものは、「地元の食材を選んで購

入する」が 26.9％、「節電や適切な冷暖房温度の設定をする」が 24.5％、「旬の食材を選んで購入する」が

22.2％となっている。 

【性  別】 「節電や適切な冷暖房温度の設定をしている」は、女性で 34.1％と、男性の 18.8％より 15.3 ポイント高く

なっている。また、「生き物を飼育するときは最後まで責任を持って育てる」、「外に出て自然と積極的に触

れ合う」、「身近な生き物を観察する」、「円山動物園の活動を応援する」は、男性が女性より 5.0 ポイント以

上高くなっている。

「生物多様性」の保全につながる行動のうち、やってみたいと思うものは「地元の食材を

選んで購入する」が 26.9％ 

対
象
者
数

地
元
の
食
材
を
選
ん
で
購
入

す
る

節
電
や
適
切
な
冷
暖
房
温
度

の
設
定
を
す
る

旬
の
食
材
を
選
ん
で
購
入
す

る 生
き
物
を
飼
育
す
る
と
き
は

最
後
ま
で
責
任
を
持
っ

て
育

て
る

外
に
出
て
自
然
と
積
極
的
に

触
れ
合
う

身
近
な
生
き
物
を
観
察
す
る

環
境
に
配
慮
し
た
商
品
を
優

先
的
に
購
入
す
る

円
山
動
物
園
の
活
動
を
応
援

す
る

自
然
観
察
会
や
講
演
会
な
ど

に
参
加
す
る

自
然
保
護
活
動
や
美
化
活
動

に
参
加
す
る

自
然
や
生
き
物
に
つ
い
て
家

族
や
友
人
と
話
を
す
る

そ
の
他
の
行
動

や
っ

て
み
た
い
と
思
う
行
動

は
な
い

無
回
答

216 26.9 24.5 22.2 14.8 13.0 9.7 8.3 8.3 2.3 1.9 1.4 1.4 33.3 3.7

男性 133 26.3 18.8 21.8 18.8 15.0 13.5 7.5 11.3 1.5 2.3 - 2.3 33.8 3.8

女性 82 26.8 34.1 22.0 8.5 9.8 3.7 9.8 3.7 3.7 1.2 3.7 - 32.9 3.7

29歳以下 32 34.4 34.4 31.3 28.1 18.8 15.6 3.1 18.8 3.1 - 3.1 3.1 25.0 -

30～39歳 31 22.6 22.6 22.6 22.6 12.9 9.7 6.5 - 3.2 - - 3.2 35.5 -

40～49歳 34 35.3 32.4 38.2 5.9 8.8 2.9 14.7 8.8 2.9 - - - 41.2 -

50～59歳 32 37.5 25.0 21.9 25.0 21.9 18.8 12.5 15.6 3.1 6.3 - 3.1 18.8 -

60～69歳 35 14.3 22.9 5.7 8.6 5.7 8.6 11.4 5.7 2.9 5.7 - - 31.4 8.6

70歳以上 51 19.6 15.7 15.7 5.9 11.8 5.9 3.9 3.9 - - 3.9 - 43.1 9.8

43 27.9 23.3 16.3 20.9 9.3 11.6 11.6 11.6 2.3 2.3 2.3 2.3 30.2 4.7

167 26.9 24.6 23.4 13.2 13.8 9.0 7.2 7.2 2.4 1.8 1.2 0.6 34.7 3.6

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

問9 (生物多様性の意味を）
知っていた

問9 (生物多様性の意味を）
知らなかった

(%)

対象者全体

性
別

年
代
別

0%

10%

20%

30%

40%

50%

対象者全体（N=216)
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◇アイヌ民族の認知度 

問１１ あなたは、アイヌ民族について知っていますか。 

【全  体】 アイヌ民族について、「知っている」が 89.1％、「知らない」が 7.4％となっている。 

【性  別】 男女で大きな差は見られない。 

【年代別】 「知っている」は、29 歳以下（94.7％）で最も高く、最も低い 70 歳以上（81.3％）とは 13.4 ポイントの差とな

っている。 

（３）札幌市のアイヌ施策について 

アイヌ民族について「知っている」人は 89.1％ 

知っている（ご自身がアイヌ

民族である場合を含みます）

89.1%

知らない

7.4%

無回答

3.5%
対象者全体(N=2,933)

知っている

89.1

91.0

88.2

94.7

89.1

92.9

94.4

89.8

81.3

知らない

7.4

5.8

8.2

4.2

9.0

6.0

4.4

6.3

11.2

無回答

3.5

3.2

3.5

1.1

1.9

1.0

1.2

3.9

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

［凡例］

対象者全体(N=2,933)

男性(N=1,150)

女性(N=1,758)

29歳以下(N=262)

30～39歳(N=321)

40～49歳(N=482)

50～59歳(N=519)

60～69歳(N=560)

70歳以上(N=771)

性
別

年
代

別

性

別

年
代
別
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◇アイヌ民族について知っていること 

≪問１１で 「１ 知っている」と答えた方にお聞きします。≫ 

問１１-１ あなたは、アイヌ民族についてどのようなことを知っていますか。あてはまるものにいくつで

も〇をつけてください。 

【全  体】 アイヌ民族について知っていることは、「アイヌ民族が先住民族であるということ」が 94.7％、「アイヌ民族

が独自の伝統的文化を形成してきたこと」が 88.7％、「個人や団体としてアイヌ語や伝統文化の保存、継承、

振興などに取り組んでいるアイヌ民族がいること」が 71.3％となっている。 

【性  別】 「明治時代以降、多くのアイヌ民族が非常に貧しく独自の文化を制限された生活を余儀なくされたこと」、

「中世以降、和人との間に交流や争いなどがあったこと」は、男性が女性より 5.0 ポイント以上高くなっている。 

【年代別】 「現代では、他の多くの日本人と変わらない生活様式で生活しており、全国各地で暮らしていること」は、

年代が上がるにつれて割合が高くなっている。 

アイヌ民族について知っていることは「アイヌ民族が先住民族であるということ」が

94.7％ 

対
象
者
数

ア
イ
ヌ
民
族
が
先
住
民
族
で
あ
る
と

い
う
こ
と

ア
イ
ヌ
民
族
が
独
自
の
伝
統
的
文
化

を
形
成
し
て
き
た
こ
と

個
人
や
団
体
と
し
て
ア
イ
ヌ
語
や
伝

統
文
化
の
保
存
、

継
承
、

振
興
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
ア
イ
ヌ
民
族
が

い
る
こ
と

現
代
で
は
、

他
の
多
く
の
日
本
人
と

変
わ
ら
な
い
生
活
様
式
で
生
活
し
て

お
り
、

全
国
各
地
で
暮
ら
し
て
い
る

こ
と

明
治
時
代
以
降
、

多
く
の
ア
イ
ヌ
民

族
が
非
常
に
貧
し
く
独
自
の
文
化
を

制
限
さ
れ
た
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
こ
と

中
世
以
降
、

和
人
（

日
本
の
多
数
民

族
。

大
和
民
族
と
も
呼
ば
れ
る
）

と

の
間
に
交
流
や
争
い
な
ど
が
あ
っ

た

こ
と

そ
の
他

無
回
答

2,613 94.7 88.7 71.3 69.0 58.3 51.9 2.4 0.2

男性 1,046 95.3 89.3 71.3 69.2 62.4 56.8 2.5 0.1

女性 1,551 94.4 88.4 71.2 68.7 55.8 48.7 2.4 0.2

29歳以下 248 96.0 85.1 66.5 54.4 47.6 47.2 1.2 -

30～39歳 286 94.8 89.5 66.1 57.0 46.2 47.2 1.7 -

40～49歳 448 95.3 88.2 72.3 62.1 54.5 48.9 2.0 -

50～59歳 490 95.1 90.6 75.5 72.2 59.8 53.1 2.9 -

60～69歳 503 94.2 90.9 75.5 75.9 62.6 56.3 2.4 -

70歳以上 627 93.9 87.2 68.1 77.2 67.0 54.1 3.2 0.6

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
代
別

0%

20%

40%

60%

80%

100%

対象者全体（N=2,613)
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◇アイヌ文化について知っていること 

≪問１１で 「１ 知っている」と答えた方にお聞きします。≫ 

問１１-２ あなたは、アイヌ文化についてどのようなことを知っていますか。あてはまるものにいくつで

も〇をつけてください。 

【全  体】 アイヌ文化について知っていることは、「衣服や服飾品を彩る独特なアイヌ文様があること」が 94.6％、

「アイヌ語という独自の言語があること」が 93.5％、「伝統的な歌や踊りがあること」が 87.1％となっている。 

【性  別】 「アイヌ民族独自の信仰・儀式があること」は、男性で 71.8％と、女性の 65.2％より 6.6 ポイント高くなって

いる。 

【年代別】 「伝統的な歌や踊りがあること」、「盆や衣服などアイヌ民族独自の伝統的な民芸品・工芸品がある

こと」、「アイヌ民族独自の民族楽器があること」、「アイヌ民族独自の信仰・儀式があること」、「豊かな

表現で語り伝えてきた口承文芸・民話があること」、「アイヌ民族独自の伝統的な家屋があること」

は、29 歳以下が、対象者全体と比べ 10.0 ポイント以上低くなっている。 

アイヌ文化について知っていることは「衣服や服飾品を彩る独特なアイヌ文様があるこ

と」が 94.6％ 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

対象者全体（N=2,613)

対
象
者
数

衣
服
や
服
飾
品
を
彩
る
独
特

な
ア
イ
ヌ
文
様
が
あ
る
こ
と

ア
イ
ヌ
語
と
い
う
独
自
の
言

語
が
あ
る
こ
と

伝
統
的
な
歌
や
踊
り
が
あ
る

こ
と

盆
や
衣
服
な
ど
ア
イ
ヌ
民
族

独
自
の
伝
統
的
な
民
芸
品
・

工
芸
品
が
あ
る
こ
と

ア
イ
ヌ
民
族
独
自
の
民
族
楽

器
が
あ
る
こ
と

ア
イ
ヌ
民
族
独
自
の
信
仰
・

儀
式
が
あ
る
こ
と

豊
か
な
表
現
で
語
り
伝
え
て

き
た
口
承
文
芸
・
民
話
が
あ

る
こ
と

ア
イ
ヌ
民
族
独
自
の
伝
統
的

な
家
屋
が
あ
る
こ
と

そ
の
他

無
回
答

2,613 94.6 93.5 87.1 81.9 74.1 67.9 59.2 54.8 2.3 0.6

男性 1,046 93.5 92.4 85.6 81.5 74.4 71.8 60.0 57.2 2.8 1.0

女性 1,551 95.4 94.3 88.1 82.3 73.7 65.2 58.7 53.4 2.0 0.3

29歳以下 248 88.7 98.0 67.3 66.9 54.0 50.8 47.2 42.7 1.6 0.8

30～39歳 286 93.7 95.5 79.4 75.9 62.2 53.5 46.2 46.5 1.4 0.7

40～49歳 448 95.5 94.4 83.3 83.5 68.3 62.1 54.7 48.7 2.0 -

50～59歳 490 96.7 95.5 91.4 84.5 80.8 73.1 65.1 58.6 2.2 0.4

60～69歳 503 95.4 92.8 93.4 85.9 79.7 75.3 66.2 58.8 1.6 0.4

70歳以上 627 94.6 89.3 93.0 84.8 81.7 75.4 63.0 62.0 3.8 1.1

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
代
別
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◇札幌市アイヌ文化交流センターの認知度 

問１２ 札幌市南区小金湯にある「札幌市アイヌ文化交流センター（サッポロピリカコタン）」についてお

聞きします。 

（１）あなたは、札幌市アイヌ文化交流センターを知っていましたか。１つだけ〇をつけてください。 

※ “知っていた” （「知っており、行ったことがある」＋「知っていたが、行ったことはない」） 

【全 体】 札幌市アイヌ文化交流センターを、「知っており、行ったことがある」が 10.6％、「知っていたが、行ったこと

はない」が 26.0％、合わせると 36.7％となっている。一方で、「知らなかった」が 61.7％となっている。 

【性  別】 男女で大きな差は見られない。 

【年代別】 “知っていた”は、70 歳以上（40.7％）で最も高く、次いで 40歳代（37.8％）、60 歳代（37.7％）となっている。 

札幌市アイヌ文化交流センター（サッポロピリカコタン）を“知っていた”人は 36.7％ 

知っており、

行ったことがある

10.6%

知っていたが、

行ったことはない

26.0%

知らなかった

61.7%

無回答

1.6%
対象者全体(N=2,933)

知っており、

行ったことがある

10.6

11.3

10.3

10.7

8.1

7.7

11.4

9.8

13.7

知っていたが、

行ったことはない

26.0

25.5

26.5

24.8

23.7

30.1

21.4

27.9

27.0

知らなかった

61.7

62.0

61.5

63.0

67.9

61.4

66.7

60.4

56.5

無回答

1.6

1.2

1.7

1.5

0.3

0.8

0.6

2.0

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

［凡例］

対象者全体(N=2,933)

男性(N=1,150)

女性(N=1,758)

29歳以下(N=262)

30～39歳(N=321)

40～49歳(N=482)

50～59歳(N=519)

60～69歳(N=560)

70歳以上(N=771)

性
別

年
代

別

性

別

年
代
別
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◇札幌市アイヌ文化交流センターが行うイベントで参加したいと思うもの 

問１２ （２）あなたは、札幌市アイヌ文化交流センターにおいて、どのようなイベントなら参加してみ

たいと思いますか。あてはまるものにいくつでも〇をつけてください。

【全  体】 札幌市アイヌ文化交流センターが行うイベントで参加してみたいものは、「アイヌ民族の伝統的な民芸

品・工芸品の製作（アイヌ文様の刺しゅう・切り絵体験）」が 27.7％、「アイヌ民族の伝統的な舞踊や

楽器演奏の鑑賞や体験」が 27.3％、「アイヌ語やアイヌ語に由来する地名の説明など学習体験」が

24.7％となっている。 

【性  別】 「アイヌ民族の伝統的な民芸品・工芸品の製作（アイヌ文様の刺しゅう・切り絵体験）」は女性で 34.8％

と、男性の 17.3％より 17.5 ポイント高くなっている。また、「アイヌ民族の伝統的な衣装の試着体験」は女性で

12.0％と、男性の 5.8％より 6.2 ポイント高くなっている。 

【年代別】  「アイヌ民族の伝統的な料理の調理・試食体験」、「アイヌ民族の伝統的な衣装の試着体験」は、年

代が下がるにつれて割合が高くなっている。

札幌市アイヌ文化交流センターが行うイベントで参加してみたいものは「アイヌ民族の伝

統的な民芸品・工芸品の製作（アイヌ文様の刺しゅう・切り絵体験）」が 27.7％ 

対
象
者
数

ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
的
な
民
芸
品
・

工
芸
品
の
製
作
（

ア
イ
ヌ
文
様
の
刺

し
ゅ

う
・
切
り
絵
体
験
）

ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
的
な
舞
踊
や
楽

器
演
奏
の
鑑
賞
や
体
験

ア
イ
ヌ
語
や
ア
イ
ヌ
語
に
由
来
す
る

地
名
の
説
明
な
ど
学
習
体
験

ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
的
な
儀
式
の
見

学 ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
的
な
料
理
の
調

理
・
試
食
体
験

ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
や
文
学
な
ど
の

学
習
体
験

ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
的
な
民
芸
品
・

工
芸
品
の
製
作
（

木
彫
り
体
験
）

ア
イ
ヌ
民
族
の
自
然
観
や
動
植
物
に

つ
い
て
の
知
識
を
学
ぶ
野
外
体
験

ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
的
な
衣
装
の
試

着
体
験

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

2,933 27.7 27.3 24.7 21.5 19.0 18.7 18.5 18.1 9.5 4.0 28.4 5.7

男性 1,150 17.3 25.0 25.5 22.4 18.1 21.0 18.8 21.0 5.8 3.4 30.4 5.8

女性 1,758 34.8 29.0 24.4 20.9 19.6 17.3 18.6 16.5 12.0 4.1 27.1 5.5

29歳以下 262 28.2 24.4 22.9 13.4 35.1 18.7 24.4 19.8 20.2 2.3 26.0 2.7

30～39歳 321 32.7 29.0 25.2 16.8 28.0 19.6 23.7 20.6 14.0 3.1 31.2 2.2

40～49歳 482 32.6 28.2 26.3 22.2 24.1 19.3 24.1 18.3 11.8 3.3 26.3 1.5

50～59歳 519 29.9 29.9 29.3 22.9 21.8 20.4 17.3 20.4 8.9 3.5 31.0 2.7

60～69歳 560 24.8 26.1 25.0 23.2 11.1 19.3 15.9 17.0 7.0 5.0 26.3 6.6

70歳以上 771 23.3 26.6 21.1 23.7 10.8 16.6 14.0 16.1 4.9 4.4 29.3 11.8

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

年
齢

(%)

対象者全体

性
別

0%

10%

20%

30%

40%

50%

対象者全体（N=2,933)
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◇アイヌ民族施策のうち重点的に取り組むべきもの 

問１３ あなたは、アイヌ民族に関する施策のうち、どのような取り組みを重点的に行うべきだと思いま

すか。あてはまるものにいくつでも〇をつけてください。

【全  体】 アイヌ民族に関する施策のうち重点的に取り組むべきだと思うものは、「アイヌ民族の歴史・文化の知識

を深めるための学校教育」が 46.5％、「アイヌ民族への理解を深めるための啓発・広報活動」が 36.2％、「ア

イヌ文化継承のための人材育成」が 30.7％となっている。 

【性  別】 「アイヌ民族への理解を深めるための啓発・広報活動」は、男性で 40.7％と、女性の 33.5％より 7.2 ポイン

ト高くなっている。また、「アイヌ民芸品・工芸品のブランド化などの産業振興」は、女性で 30.7％と、

男性の 25.7％より 5.0 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「アイヌ民族の歴史・文化の知識を深めるための学校教育」は、29歳以下（53.8％）で最も高く、次いで50

歳代（49.1％）、40 歳代（47.7％）となっている。 

アイヌ民族に関する施策のうち重点的に取り組むべきだと思うものは「アイヌ民族の歴

史・文化の知識を深めるための学校教育」が 46.5％ 

対
象
者
数

ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
・
文
化

の
知
識
を
深
め
る
た
め
の
学

校
教
育

ア
イ
ヌ
民
族
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
啓
発
・
広
報
活

動 ア
イ
ヌ
文
化
継
承
の
た
め
の

人
材
育
成

ア
イ
ヌ
民
芸
品
・
工
芸
品
の

ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
の
産
業
振

興 ア
イ
ヌ
文
化
復
興
の
た
め
の

活
動
へ
の
支
援

大
学
な
ど
の
研
究
機
関
に
お

け
る
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
や

文
化
に
関
す
る
研
究
の
推
進

ア
イ
ヌ
民
族
へ
の
職
業
訓
練

の
充
実
や
雇
用
の
確
保
な
ど

の
生
活
支
援

ア
イ
ヌ
民
族
へ
の
教
育
の
充

実
・
支
援

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

2,933 46.5 36.2 30.7 28.6 19.4 16.9 14.7 13.9 3.9 21.2 4.7

男性 1,150 46.9 40.7 33.4 25.7 19.9 18.3 13.4 13.8 4.3 20.3 4.2

女性 1,758 46.7 33.5 29.1 30.7 19.2 16.2 15.6 14.1 3.5 21.6 4.7

29歳以下 262 53.8 32.8 25.6 31.3 19.1 21.0 15.3 14.5 4.2 17.9 1.5

30～39歳 321 46.7 31.5 22.7 29.0 16.8 17.4 13.7 13.7 3.7 23.1 2.5

40～49歳 482 47.7 35.1 29.3 32.0 17.4 16.0 11.4 11.6 3.1 22.0 1.0

50～59歳 519 49.1 36.6 32.9 32.0 20.4 17.9 14.1 13.3 4.8 19.8 2.3

60～69歳 560 46.8 38.6 33.9 29.3 22.5 17.7 16.6 14.6 3.8 18.9 4.6

70歳以上 771 42.0 38.3 32.9 23.1 19.2 14.8 16.2 15.3 3.6 23.3 10.1

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
代
別

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

対象者全体（N=2,933)

-29-



◇アイヌ民族の認知度向上のために重点的に取り組むべきもの 

問１４ あなたは、アイヌ民族について市民に知っていただくために、どのような取り組みを重点的に行う

べきであると考えますか。あてはまるものにいくつでも〇をつけてください。

【全  体】 アイヌ民族の認知度向上のために重点的に取り組むべきだと考えるものは、「広報さっぽろやテレビ・

ラジオなどによる広報活動」が 48.5％、「アイヌ民族の伝統的楽器・衣服・食事などの体験や交流イ

ベントの開催」が42.5％、「札幌市公式ホームページやＳＮＳなどインターネットによる広報活動」が

36.4％となっている。 

【性  別】 男女で大きな差は見られない。 

【年代別】 「札幌市公式ホームページやＳＮＳなどインターネットによる広報活動」は、年代が下がるにつれ

て割合が高くなっている。 

アイヌ民族の認知度向上のために重点的に取り組むべきだと考えるものは「広報さっぽろ

やテレビ・ラジオなどによる広報活動」が 48.5％ 

対
象
者
数

広
報
さ
っ

ぽ
ろ
や
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
な
ど
に
よ
る
広
報
活

動 ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
的
楽

器
・
衣
服
・
食
事
な
ど
の
体

験
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

札
幌
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
に
よ
る
広
報
活
動

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

2,933 48.5 42.5 36.4 5.9 18.2 4.1

男性 1,150 47.2 42.5 39.0 7.5 18.9 3.4

女性 1,758 49.6 42.8 35.1 4.6 17.6 4.5

29歳以下 262 44.3 53.4 52.3 4.6 11.1 1.5

30～39歳 321 37.1 46.4 48.9 5.3 18.7 1.6

40～49歳 482 49.4 45.9 41.7 7.3 16.8 0.8

50～59歳 519 48.9 46.4 37.6 7.1 17.0 2.1

60～69歳 560 49.1 39.3 34.3 6.1 18.8 6.3

70歳以上 771 54.0 35.4 23.9 4.3 21.5 7.7

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
代
別

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

対象者全体（N=2,933)
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◇札幌の農業について知っていること 

問１５ あなたが、札幌の農業について知っていることはどのようなことですか。あてはまるものにいく

つでも〇をつけてください。 

【全  体】 札幌の農業について知っていることは、「市内に農地があり、農家がいること」が 80.6％、「札幌黄（た

まねぎ）や札幌大球（キャベツ）、サトホロ（いちご）など、札幌ゆかりの野菜」が 72.8％、「小売店

での札幌産農産物の販売」が 64.6％となっている。 

【性  別】 「小売店での札幌産農産物の販売」、「農業体験交流施設サッポロさとらんど」、「農家の直売所やマルシ

ェ」「学校給食での札幌産農産物の提供」、「農家の飲食店（カフェやレストランなど）」は、女性が男性

より 5.0 ポイント以上高くなっている。 

【年代別】 「札幌黄（たまねぎ）や札幌大球（キャベツ）、サトホロ（いちご）など、札幌ゆかりの野菜」は、

50 歳代（81.7％）で最も高く、最も低い 29 歳以下（41.2％）とは、40.5 ポイントの差となっている。

（４）札幌の農業について 

札幌の農業について知っていることは「市内に農地があり、農家がいること」が 80.6％ 

対
象
者
数

市
内
に
農
地
が
あ
り
、

農
家
が
い
る

こ
と

札
幌
黄
（

た
ま
ね
ぎ
）

や
札
幌
大
球

（

キ
ャ

ベ
ツ
）
、

サ
ト
ホ
ロ
（

い
ち

ご
）

な
ど
、

札
幌
ゆ
か
り
の
野
菜

小
売
店
で
の
札
幌
産
農
産
物
の
販
売

農
業
体
験
交
流
施
設
「

サ
ッ

ポ
ロ
さ

と
ら
ん
ど
」

農
家
の
直
売
所
や
マ
ル
シ
ェ

区
画
割
り
さ
れ
た
農
地
を
借
り
る

「

市
民
農
園
」

飲
食
店
で
の
札
幌
産
農
産
物
の
提
供

学
校
給
食
で
の
札
幌
産
農
産
物
の
提

供 収
穫
な
ど
が
体
験
で
き
る
「

観
光
農

園
」

農
家
の
飲
食
店
（

カ
フ
ェ

や
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
）

一
連
の
農
作
業
が
体
験
・
学
習
で
き

る
「

農
業
体
験
農
園
」

札
幌
産
農
産
物
を
表
示
す
る
「

さ
っ

ぽ
と
れ
た
て
っ

こ
マ
ー

ク
」

そ
の
他

知
ら
な
い

無
回
答

2,933 80.6 72.8 64.6 59.5 55.5 45.2 42.8 39.9 34.6 29.6 17.1 6.6 0.5 3.8 2.5

男性 1,150 81.7 71.4 61.7 56.2 49.3 43.6 40.3 34.8 32.2 25.6 15.9 5.6 0.3 4.8 2.2

女性 1,758 80.2 73.8 66.8 62.1 59.7 46.4 44.7 43.3 36.2 32.3 18.1 7.3 0.7 3.0 2.6

29歳以下 262 72.1 41.2 57.3 61.5 53.8 16.8 47.7 44.7 28.6 33.2 19.5 5.0 0.4 9.5 1.1

30～39歳 321 74.5 53.9 59.8 61.7 57.0 27.7 48.6 35.2 29.0 30.2 13.1 2.2 - 7.2 1.2

40～49歳 482 84.4 76.3 68.5 69.1 63.5 47.7 53.7 49.2 36.3 35.9 19.3 5.6 - 2.3 0.2

50～59歳 519 87.1 81.7 69.0 68.4 61.3 54.3 50.7 45.1 40.8 34.5 20.2 7.3 0.6 2.3 1.3

60～69歳 560 85.2 81.6 68.0 58.4 55.9 53.4 38.8 34.8 36.1 30.9 15.5 7.3 0.5 1.1 3.0

70歳以上 771 76.8 77.0 62.0 47.7 46.7 48.9 30.0 34.9 32.9 20.4 16.1 8.8 1.2 4.0 5.1

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
代
別

0%

20%

40%

60%

80%

100%

対象者全体（N=2,933)
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◇農業に関わるとしたらどのように関わりたいか 

問１６ あなたが、今後、農業に関わるとしたら、どのような形で関わりたいと思いますか。あてはまるも

のに１つだけ○をつけてください。 

【全  体】 農業に関わるとしたら、どのような形で関わりたいかは、「観光農園の利用（果物や野菜の収穫を体験する）」

が 27.7％、「市民農園の利用（区画割りされた農地を借りて自由に栽培する）」が 10.5％、「農作業のパ

ートやアルバイト」が 4.7％となっている。 

【性  別】 「観光農園の利用（果物や野菜の収穫を体験する）」は、女性で 32.3％と男性の 20.9％より 11.4 ポイ

ント高くなっている。また、「市民農園の利用（区画割りされた農地を借りて自由に栽培する）」は、男性

で 14.1％と女性の 8.2％より 5.9 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「観光農園の利用（果物や野菜の収穫を体験する）」は、29 歳以下（35.5％）で最も高く、最も低い 70

歳以上（20.9％）とは、14.6 ポイントの差となっている。

対
象
者
数

観
光
農
園
の
利
用
（

果
物
や
野
菜
の

収
穫
を
体
験
す
る
）

市
民
農
園
の
利
用
（

区
画
割
り
さ
れ

た
農
地
を
借
り
て
自
由
に
栽
培
す

る
）

農
作
業
の
パ
ー

ト
や
ア
ル
バ
イ
ト

農
業
体
験
農
園
の
利
用
（

植
付
・
管

理
・
収
穫
な
ど
、

一
連
の
農
作
業
を

体
験
・
学
習
す
る
）

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（

農
家
の
お
手

伝
い
）

自
分
で
農
業
を
す
る
（

家
庭
菜
園
等

を
除
く
）

そ
の
他

興
味
が
な
い

無
回
答

2,933 27.7 10.5 4.7 3.5 2.8 1.9 6.1 21.2 21.6

男性 1,150 20.9 14.1 4.6 4.4 3.0 2.6 5.3 24.0 21.0

女性 1,758 32.3 8.2 4.8 3.0 2.6 1.4 6.5 19.3 21.8

29歳以下 262 35.5 5.3 8.0 4.6 3.8 1.9 0.8 19.5 20.6

30～39歳 321 30.2 10.6 6.5 2.8 1.9 3.1 1.9 21.2 21.8

40～49歳 482 32.0 9.1 5.8 5.0 2.7 2.3 3.1 21.0 19.1

50～59歳 519 29.1 9.6 7.7 2.9 1.9 2.3 3.7 22.5 20.2

60～69歳 560 27.1 13.0 3.4 2.3 2.9 1.6 6.6 23.0 20.0

70歳以上 771 20.9 11.9 1.0 4.0 3.5 1.0 12.8 19.6 25.2

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
代
別

農業に関わるとしたら、どのような形で関わりたいかは「観光農園の利用（果物や野菜の

収穫を体験する）」が 27.7％ 

観光農園の利用（果物や野菜

の収穫を体験する）

27.7%

市民農園の利用（区画割りされた農

地を借りて自由に栽培する）

10.5%

農作業のパートやアルバイト

4.7%

農業体験農園の利用（植付・管理・収穫

など、一連の農作業を体験・学習する）

3.5%
農業ボランティア（農家のお手伝い） 2.8%

自分で農業をする（家庭菜園等を除く） 1.9%

その他 6.1%

興味がない

21.2%

無回答

21.6%
対象者全体(N=2,933)
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◇札幌産農産物の購入状況及び購入意欲 

問１７ 札幌産農産物の購入状況及び購入意欲について、あてはまるものに１つだけ○をつけてください。 

【全  体】 札幌産農産物の購入状況及び購入意欲について、「積極的に購入している」が 22.5％、「たまに購入す

ることがある」が 44.9％、「購入していないが、今後購入したいと考えている」が 5.6％、「購入したいが、

どこで販売されているのか（どれが札幌産農産物か）わからない」が 16.2％、「購入しておらず、今後もあ

えて購入したいとは思わない」が 5.6％となっている。 

【性  別】 「積極的に購入している」は、女性で 26.3％と、男性の 16.6％より 9.7 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「積極的に購入している」は、50歳代（26.0％）で最も高く、最も低い 29歳以下（9.5％）とは、16.5 ポイント

の差となっている。また、「購入していないが、今後購入したいと考えている」は、29 歳以下（14.1％）で

最も高く、最も低い 70歳以上（2.6％）とは、11.5 ポイントの差となっている。 

札幌産農産物の購入状況及び購入意欲について「積極的に購入している」が 22.5％ 

積極的に購入している

22.5%

たまに購入することがある

44.9%

購入していないが、今後購入

したいと考えている

5.6%

購入したいが、どこで販売さ

れているのか（どれが札幌産

農産物か）わからない

16.2%

購入しておらず、今後もあえて購

入したいとは思わない

5.6%

無回答

5.1%

対象者全体(N=2,933)
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◇北海道産農産物の購入状況及び購入意欲 

問１８ 北海道産農産物の購入状況及び購入意欲について、あてはまるものに１つだけ○をつけてください。 

【全  体】 北海道産農産物の購入状況及び購入意欲について、「積極的に購入している」が 42.6％、「たまに購入

することがある」が 35.9％、「購入していないが、今後購入したいと考えている」が、3.2％、「購入したい

が、どこで販売されているのか（どれが北海道産農産物か）わからない」が 9.1％、「購入しておらず、今後

もあえて購入したいとは思わない」が 3.7％となっている。 

【性  別】 「積極的に購入している」は、女性で 45.9％と、男性の 37.5％より 8.4 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「積極的に購入している」は、40 歳代（52.3％）で最も高く、最も低い 29歳以下（29.0％）とは、23.3 ポイン

トの差となっている。 

積極的に購入している

42.6%

たまに購入することがある

35.9%

購入していないが、今後購

入したいと考えている

3.2%

購入したいが、どこで販売されてい

るのか（どれが北海道産農産物か）

わからない

9.1%

購入しておらず、今後もあえ

て購入したいとは思わない

3.7%

無回答

5.5%

対象者全体(N=2,933)

北海道産農産物の購入状況及び購入意欲について「積極的に購入している」が 42.6％ 

-34-



◇札幌産農産物に期待すること 

問１９ あなたが、札幌産農産物に期待することは何ですか。あてまるものにいくつでも○をつけてくだ

さい。

【全  体】 札幌産農産物に期待することは、「新鮮さ」が 79.3％、「安全・安心（減農薬など）」が 73.7％、「味や品質

の良さ」が 64.6％となっている。 

【性  別】 「新鮮さ」、「安全・安心（減農薬など）」、「スーパーなどの小売店での販売」、「季節ごとの旬の農産物」、

「学校給食での提供」、「生産者の顔が見える（身近に感じる）」、「一般的な飲食店（カフェやレストランなど）

での提供」は、女性が男性より 5.0 ポイント以上高くなっている。 

【年代別】 「新鮮さ」は、50 歳代（84.4％）で最も高く、最も低い 29 歳以下（66.4％）とは、18.0 ポイントの差となって

いる。 

札幌産農産物に期待することは「新鮮さ」が 79.3％ 

対
象
者
数

新
鮮
さ

安
全
・
安
心
（

減
農
薬
な
ど
）

味
や
品
質
の
良
さ

ス
ー

パ
ー

な
ど
の
小
売
店
で
の
販
売

季
節
ご
と
の
旬
の
農
産
物

地
域
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
農
産
物

学
校
給
食
で
の
提
供

生
産
者
の
顔
が
見
え
る
（

身
近
に
感

じ
る
）

農
家
等
に
よ
る
直
売
所
や
マ
ル
シ
ェ

で
の
販
売

一
般
的
な
飲
食
店
（

カ
フ
ェ

や
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
）

で
の
提
供

健
康
の
維
持
及
び
増
進
に
役
立
つ

（

機
能
性
農
産
物
）

種
類
の
豊
富
さ

農
家
等
に
よ
る
飲
食
店
（

カ
フ
ェ

や

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
）

で
の
提
供

そ
の
他

期
待
し
て
い
な
い

無
回
答

2,933 79.3 73.7 64.6 57.9 57.0 37.2 31.5 30.1 25.3 24.4 17.5 16.4 14.7 2.8 1.2 3.5

男性 1,150 75.2 69.0 64.7 50.3 53.2 39.0 26.5 25.6 22.3 20.3 17.4 15.7 12.0 3.2 2.2 3.1

女性 1,758 82.0 77.0 64.6 62.9 59.5 35.9 34.9 33.0 27.1 27.1 17.3 16.6 16.5 2.6 0.6 3.6

29歳以下 262 66.4 71.0 74.0 49.6 42.0 36.6 32.8 18.7 16.8 30.9 15.6 17.2 15.3 5.0 3.1 1.5

30～39歳 321 76.0 71.7 69.2 55.5 50.2 36.8 31.8 20.2 22.1 30.2 15.9 15.3 17.8 3.4 2.5 2.8

40～49歳 482 76.1 74.9 66.0 61.6 54.6 38.0 42.7 26.6 25.5 30.3 11.6 13.9 16.8 3.5 0.6 1.7

50～59歳 519 84.4 78.0 70.7 60.1 61.7 37.0 32.9 32.6 29.3 29.3 15.6 14.8 18.5 2.5 1.0 3.5

60～69歳 560 83.2 75.5 60.7 60.5 63.0 39.5 31.1 36.3 28.4 21.3 18.8 17.7 15.7 2.0 1.3 3.8

70歳以上 771 80.9 71.2 57.7 56.4 59.3 35.5 23.5 34.6 24.4 15.3 22.8 18.0 8.8 2.2 0.5 5.1

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
代
別

0%

20%

40%

60%

80%

100%

対象者全体（N=2,933)
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◇札幌の農業や農地に期待する機能や役割 

問２０ あなたは、札幌の農業や農地にどのような機能や役割を期待しますか。あてはまるものにいくつ

でも〇をつけてください。

【全  体】 札幌の農業や農地に期待する機能や役割は、「農産物の生産・供給（地産地消）」が 73.2％、「生産者と

消費者の交流（直売所やマルシェなど）」が 37.0％、「環境や生態系の保全」が 33.9％となっている。 

【性  別】 「生産者と消費者の交流（直売所やマルシェなど）」、「食育や環境に関する学習」は、女性が男性より 5.0

ポイント以上高くなっている。また、「良好な景観の形成」は、男性で 24.7％と、女性の 14.6％より 10.1 ポイン

ト高くなっている。 

【年代別】 「農産物の生産・供給（地産地消）」は、50 歳代（79.8％）で最も高く、最も低い 29 歳以下（62.6％）とは、

17.2 ポイントの差となっている。また、「生産者と消費者の交流（直売所やマルシェなど）」は、60 歳代

（42.9％）で最も高く、最も低い 29歳以下（25.2％）とは、17.7 ポイントの差となっている。 

札幌の農業や農地に期待する機能や役割は「農産物の生産・供給（地産地消）」が 73.2％ 

対
象
者
数

農
産
物
の
生
産
・
供
給
（

地
産
地

消
）

生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
（

直
売
所

や
マ
ル
シ
ェ

な
ど
）

環
境
や
生
態
系
の
保
全

食
育
や
環
境
に
関
す
る
学
習

農
業
と
の
ふ
れ
あ
い
（

農
業
体
験
農

園
や
市
民
農
園
な
ど
）

社
会
福
祉
分
野
と
の
連
携
（

障
が
い

者
の
雇
用
な
ど
）

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
（

観
光
農
園
な

ど
）

良
好
な
景
観
の
形
成

防
災
空
間
（

避
難
場
所
や
延
焼
防
止

と
し
て
）

そ
の
他

期
待
し
て
い
な
い

無
回
答

2,933 73.2 37.0 33.9 26.5 24.3 23.3 21.2 18.5 8.8 1.4 3.7 5.3

男性 1,150 73.1 33.3 35.0 23.6 27.3 21.4 20.9 24.7 10.8 1.4 4.8 4.3

女性 1,758 73.4 39.4 33.4 28.6 22.5 24.6 21.6 14.6 7.4 1.5 2.9 5.7

29歳以下 262 62.6 25.2 29.4 33.2 27.5 18.3 29.8 23.7 7.3 1.5 5.7 2.3

30～39歳 321 67.9 30.2 25.9 34.3 30.2 16.5 23.7 18.7 5.9 0.9 6.2 2.8

40～49歳 482 78.6 36.5 33.4 33.8 24.5 24.5 23.2 18.7 8.9 1.7 3.9 1.9

50～59歳 519 79.8 38.2 34.1 27.4 22.9 22.2 23.3 17.7 6.7 1.3 2.1 4.8

60～69歳 560 77.7 42.9 39.8 25.0 24.3 28.0 18.2 20.0 11.3 2.0 3.0 4.8

70歳以上 771 68.5 39.3 35.1 17.1 22.2 24.8 17.1 16.2 9.9 1.2 3.1 9.5

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
代
別

0%

20%

40%

60%

80%

100%

対象者全体（N=2,933)
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◇札幌の農業や農産物などの情報をどのような媒体から得たいか 

問２１ あなたは、札幌の農業や農産物、また関連するイベントや講座などの情報を何から得たいですか。

あてはまるものにいくつでも〇をつけてください。

【全  体】 札幌の農業や農産物などの情報をどのような媒体から得たいかは、「テレビ」が 67.6％、「広報さっぽろ」

が 52.4％、「新聞」が 43.9％となっている。 

【性  別】 「スーパーなどの小売店や直売所でのPR」、「チラシやフリーペーパー」は、女性が男性より 5.0 ポイント以

上高くなっている。また、「関連ホームページ」は、男性で 17.8％と、女性の 9.7％より 8.1 ポイント高くなって

いる。 

【年代別】 「広報さっぽろ」、「新聞」は、年代が上がるにつれて割合が高くなっている。一方で、「SNS」は、年代が下

がるにつれて割合が高くなっている。 

札幌の農業や農産物などの情報をどのような媒体から得たいかは「テレビ」が 67.6％ 

対
象
者
数

テ
レ
ビ

広
報
さ
っ

ぽ
ろ

新
聞

ス
ー

パ
ー

な
ど
の
小
売
店
や

直
売
所
で
の
Ｐ
Ｒ

チ
ラ
シ
や
フ
リ
ー

ペ
ー

パ
ー

Ｓ
Ｎ
Ｓ

関
連
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

農
業
関
連
イ
ベ
ン
ト

Ｅ
メ
ー

ル
（

メ
ー

ル
マ
ガ
ジ

ン
）

札
幌
の
農
業
や
農
産
物
の
情

報
は
必
要
な
い

そ
の
他

無
回
答

2,933 67.6 52.4 43.9 37.6 31.9 18.5 12.9 9.3 2.0 1.2 1.4 4.2

男性 1,150 65.0 50.3 46.7 32.2 26.0 20.3 17.8 11.2 2.6 1.9 1.7 3.8

女性 1,758 69.5 53.8 42.2 41.2 35.6 17.6 9.7 8.1 1.6 0.8 1.0 4.4

29歳以下 262 64.5 22.5 13.7 31.7 24.8 53.8 13.7 8.8 1.1 2.3 1.9 1.5

30～39歳 321 66.0 36.8 17.8 36.1 30.8 40.8 15.3 9.7 1.9 1.2 2.5 3.1

40～49歳 482 68.9 49.2 29.9 36.9 35.9 25.5 17.8 9.1 2.3 0.8 1.9 1.9

50～59歳 519 72.1 53.6 47.2 33.5 36.8 17.1 16.8 10.6 2.9 1.2 1.0 4.0

60～69歳 560 69.3 61.3 57.3 41.1 33.6 7.5 13.0 10.7 2.5 1.4 0.7 4.5

70歳以上 771 64.9 64.2 62.3 27.5 27.5 2.1 5.8 7.7 1.0 1.0 1.0 6.6

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
代
別

0%

20%

40%

60%

80%

100%

対象者全体（N=2,933)
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資料 調査票
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札 幌 市 

令和２年度第１回市民意識調査票 

日頃から、札幌市政にご協力いただき、誠にありがとうございます。 

札幌市では、市民の皆さまのお考えやご要望を市政に反映させるために、札幌市民５千人の

方々にご回答をお願いする調査を実施しております。 

突然のお願いで恐縮ではございますが、趣旨をご理解いただき、ご回答くださいますようお願

いいたします。 

● あなたにお願いしたいこと 

「市民意識調査票」にご記入のうえ、同封の返信用封筒に入れて返送してください。

● ５千人の選び方 

18歳以上の市民の皆さまの中から、無作為抽出法（くじびきのような方法）で選ばせ

ていただきました。 

● 今回お送りしたもの 

市民意識調査票、返信用封筒、チラシ（※） 

（※ チラシはＰＲ用で市民意識調査とは関係ありません。） 

● プライバシーの保護について 

この調査は、皆さまから無記名でご回答いただくものであり、また、回答結果は統計

的に処理し、「こういうご意見が何％」というように数値、表にまとめますので、個人の

お名前が公表されることは、決してございません。

また、調査をお願いした方の名簿は、この調査以外には使用いたしません。

ご使用いただく筆記用具は、どのようなものでも構いません。 

ご回答は、あてはまる番号に○印をつけるか、あるいは具体的な内容をご記入ください。 

記入されました市民意識調査票は、折りたたんで同封の返信用封筒に入れ、無記名のま

ま切手を貼らずに令和２年７月10日（金）までに、郵便ポストへ投函してください。

ご不明な点やお問い合わせは 

札幌市総務局広報部市民の声を聞く課 

担当 小野  ２１１－２０４５ まで 

〔ご回答にあたって〕

「市民意識調査」へのご協力のお願い 

～あなたの声をまちづくりに～ 

折 線 折 線

折 線 折 線
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札幌市では、動物園の役割や動物福祉の向上について規定する「（仮称）動物園条例」の制定を検討してい

ます。皆さまに円山動物園はどのような存在であるべきか、また、どのような運営を行うべきかなどについ

てお聞きし、条例に盛り込む内容や今後の動物園運営の参考とさせていただきます。 

問１ あなたは、どのくらいの頻度で円山動物園に行きますか。もっとも近いものに１つだけ○をつけてください。

１ 毎月１回以上行く  

２ 年に１回以上行く 

３ 数年に１回程度行く  

４ ５年以上行っていない又は行ったことがない ⇒ 問１－１ へ

≪問１で 「４ ５年以上行っていない又は行ったことがない」 と答えた方にお聞きします。≫

問１－１ あなたが、円山動物園に行かない理由は何ですか。あてはまるものにいくつでも○をつけてください。

１ 円山動物園を知らなかった ２ 一緒に行く人がいない 

３ 交通の便が悪い ４ 見たい動物がいない 

５ 動物の動く姿が見られない ６ 動物園に関する情報が少ない 

７ 子どもが大きくなった ８ 入園料が高い 

９ 興味がない 10 臭いが気になる 

11 時間がない 12 園内を歩くのがつらい 

13 他の類似施設の方が楽しい 14 見飽きた 

15 駐車場が混んでいる 16 その他（                ） 

≪皆さまにお聞きします。≫

問２ あなたは、札幌の街にとって、円山動物園は必要だと思いますか。

１ 必要 ⇒ 問２－１ へ           ２ 必要ない ⇒ 問２－２ へ

≪問２で 「１ 必要」と答えた方にお聞きします。≫

問２－１ 必要だと思う理由は何ですか。優先順位が高いものに３つまで○をつけてください。 

１ 市民生活が豊かになるから 

２ 動物園のある街は文化的だと思うから 

３ 気軽に本物の動物を見ることができるから 

４ 癒しやくつろぎの場として必要だから 

５ 子どもを連れていく場所として必要だから 

６ 自然の大切さや生きもののつながりを感じて学ぶことができるから 

７ 未来の子どもたちの学びの場として必要だから 

８ 希少な野生動物を守り、未来へ受け継ぐ施設として重要だから 

９ その他（                                     ） 

テーマ１ 動物園の必要性と役割について

⇒ 問２ へ
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≪問２で 「２ 必要ない」と答えた方にお聞きします。≫

問２－２ 必要ないと思う理由は何ですか。あてはまるものにいくつでも○をつけてください。 

１ 興味がないから ２ 見たい動物がいないから 

３ 面白くないから ４ 動物がかわいそうに見えるから 

５ 動物園にかかる費用を他の政策に充ててほしいから 

６ その他（                                      ） 

動物園は、世界のさまざまな動物を展示することを通じて、市民に野生動物やその生息環境の問題を

知っていただき、生物多様性（※）保全の重要性への認識を高めていただくとともに、飼育・繁殖技術

を研究し、絶滅の恐れのある希少な野生動物の種を絶やさないよう取り組んでいます。 

※「生物多様性」とは、多種多様な生き物が存在し、それらが食べたり食べられたり、助け合ったり

して互いにつながりを持っていることを表す言葉です。この生き物たちのつながりにより、地球上

では豊かな生態系が保たれています。生物多様性については、テーマ２でもお聞きします。

問３ あなたは、動物園が生物多様性の保全に貢献するための活動を行っていることを知っていましたか。

１ 知っていた ２ 知らなかった 

問４ 円山動物園が行っている生物多様性の保全活動には以下のような取り組みがありますが、あなたが知

っているものはありますか。あてはまるものにいくつでも〇をつけてください。

１ 希少な野生動物の飼育繁殖技術の確立 

２ ニホンザリガニプロジェクト（市内の生息状況調査、普及啓発） 

３ オオワシプログラム推進事業（野生復帰技術の確立） 

４ ホッキョクグマ保全推進事業（生息地の保全活動機関との連携） 

５ アジアゾウ繁殖推進事業（海外専門家による職員の技術研修の実施） 

６ 園内における解説やガイドの実施 

７ 総合学習の受け入れなどの学校教育との連携 

８ その他（                                     ） 

９ 知っている取り組みはない 

問５ あなたは、円山動物園が行う生物多様性の保全活動について、どのような方法であれば参加又は支援

したいと思いますか。あてはまるものにいくつでも〇をつけてください。 

１ 動物園のボランティア活動に参加 ２ 動物園で環境について学ぶ 

３ 動物園の活動を家族や知人に広める ４ 動物園の保全活動にお金を寄付 

５ 動物園の保全活動に必要な物品を寄付 ６ 動物園と協働して保全活動を行う団体に所属 

７ 動物園を支援している企業や団体に寄付    ８  その他（               ） 

９ 参加・支援は考えていない 
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問６ あなたは、円山動物園に北海道の動物だけでなく、世界や日本各地の希少な動物の展示が必要だと思

いますか。あてはまるものに１つだけ〇をつけてください。

１ 必要 ⇒ 問６－１ へ   ２ 必要ない ⇒ 問６－２ へ   ３ わからない ⇒ 問７ へ

≪問６で 「１ 必要」と答えた方にお聞きします。≫

問６－１ 必要だと思う理由は何ですか。あてはまるものにいくつでも○をつけてください。 

１ 子どもが世界各地に生息する動物を見て学ぶことができるから 

２ 動物の観覧を通して世界各地の生息環境に関心や興味を深めることができるから 

３ 身近な動物だけではなく、国内や世界各地に生息する動物を展示（飼育及び繁殖等を含む）してい

くことは、地球全体の生物多様性の保全につながるから 

４ 気軽に珍しい動物を見たいから 

５ その他（                                     ） 

≪問６で 「２ 必要ない」と答えた方にお聞きします。≫

問６－２ 必要ないと思う理由は何ですか。あてはまるものにいくつでも○をつけてください。

１ 希少動物の展示が野生動物やその生息環境の問題を考えることにつながるとは思えないから 

２ 希少動物の展示が野生動物の種を絶やさない取り組みにつながるとは思えないから 

３ 費用をかけてまで飼育する必要はないから 

４ 北海道や札幌市に生息する動物の展示や保全に力を入れてほしいから 

５ その他（                                     ） 

≪皆さまにお聞きします。≫

問７ あなたは、円山動物園がどのような動物園であってほしいですか。優先順位が高いものに３つまで〇を

つけてください。 

１ 遊具、遊び場やイベントの充実など、レジャー性の高い動物園 

２ 休憩施設や便益施設の充実など、癒しやくつろぎのある動物園 

３ 世界の珍しい動物が見られる動物園 

４ 子育てにおいて活用しやすい動物園 

５ 動物の飼育施設や展示施設の充実など、生き生きとした動物が見られる動物園 

６ インバウンド対応の充実など、観光客の多く訪れる動物園 

７ 希少な動物の飼育繁殖などの保全活動や調査研究に力をいれる動物園 

８ 学習プログラムの充実など、野生動物や環境問題について楽しく学ぶことのできる動物園 

９ 動物をより近くで観察するための触れ合いや給餌体験の充実した動物園 

10 その他（                                     ） 

11  特にない 
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問８ あなたは、自然に関することについてどのようなことに興味がありますか。あてはまるものにいくつでも

○をつけてください。

１ 自然の風景や景色 ２ 動物やペット

３ 昆虫 ４ 植物

５ 登山・キャンプ・海水浴などの娯楽 ６ 自然観察会・自然体験ツアーなどの体験活動

７ 山菜・きのこ・魚介類などの食料 ８ 園芸・家庭菜園

９ 自然保護活動 10 大気汚染や水質汚染などの環境問題

11 その他（              ） 12 自然に興味がない 

テーマ１でふれましたが、「生物多様性」とは、多種多様な生き物が存在し、それらが食べたり食べられた

り、競争したり、助け合ったりして互いにつながりを持っていることを表す言葉です。 

この生き物たちのつながりにより、地球上では豊かな生態系が保たれています。

問９ あなたは、上記の説明にあるような「生物多様性」という言葉の意味を知っていましたか。あてはまるもの

に１つだけ○をつけてください。 

 １ 意味を知っていた 

 ２ 言葉は知っていたが、意味までは知らなかった 

 ３ 知らなかった  ⇒ 問１０ へ

≪問９で 「１ 意味を知っていた」 または 「２ 言葉は知っていたが、意味までは知らなかった」 と答えた方

にお聞きします。≫ 

問９－１ あなたが「生物多様性」を知ったきっかけは何ですか。あてはまるものにいくつでも○をつけてくださ

い。 

１ テレビ・ラジオ ２ 新聞

３ 書籍 ４ 生物多様性関係のイベントや講習会

５ 自然観察会 ６ 小学校の授業

７ 中学校の授業 ８ 高等学校の授業

９ 大学、専門学校の授業・講義 10 仕事・会社で関わりがあった

11 友人・知人から聞いた 12 札幌市公式ホームページ 

13 札幌市で発行している冊子・チラシ 14 札幌市の出前講座 

15 その他（                ）  16 覚えていない

テーマ２ 自然と生物多様性について 

 札幌市では、自然や生物多様性を守り育てるためのさまざまな保全の取り組みを行っています。そこ

で、皆さまの自然や生物多様性に対する意識などをお聞きし、今後の保全活動の参考とさせていただき

ます。

⇒ 問９－１ へ

-45-



≪皆さまにお聞きします。≫

問１０ 次の行動は、「生物多様性」の保全につながる行動ですが、あなたが実際に行っているものはありま

すか。あてはまるものにいくつでも○をつけてください。 

１ 節電や適切な冷暖房温度の設定をしている 

２ 旬の食材を選んで購入している 

３ 地元の食材を選んで購入している 

４ 生き物を飼育するときは最後まで責任を持って育てている 

５ 環境に配慮した商品を優先的に購入している 

６ 外に出て積極的に自然の中で過ごしている 

７ 円山動物園の活動を応援している 

８ 身近な生き物を観察している 

９ 自然や生き物について家族や友人と話をしている 

10 自然保護活動や美化活動に参加している 

11 自然観察会や講演会などに参加している 

12 その他の行動（                   ） 

13 上記の行動はしていない   ⇒ 問１０－２ へ

≪問１０で 「１」から「１２」のいずれかに〇をつけた方にお聞きします。≫

問１０－１ あなたが「生物多様性」の保全につながる行動をする中で、課題があると感じることは何ですか。

あてはまるものにいくつでも○をつけてください。

１ 行動の効果や成果が見えにくい    ２ 今行っている行動が正しいかどうかわからない 

３ 一緒にやる人がいない        ４ 時間がない 

５ お金がかかる            ６ 活動を行う場所がない  

７ 評価されることが少ない       ８ 面倒である 

９ 周囲の関心が低い          10 今の行動のほかに何をしたらよいかわからない 

11 その他（             ）12 特にない 

≪問１０で 「１３ 上記の行動はしていない」と答えた方にお聞きします。≫

問１０－２ 次の「生物多様性」の保全につながる行動のうち、今後やってみたいと思うものはありますか。あ

てはまるものにいくつでも○をつけてください。 

１ 節電や適切な冷暖房温度の設定をする 

２ 旬の食材を選んで購入する 

３ 地元の食材を選んで購入する 

４ 生き物を飼育するときは最後まで責任を持って育てる 

５ 環境に配慮した商品を優先的に購入する 

６ 外に出て自然と積極的に触れ合う 

７ 円山動物園の活動を応援する 

８ 身近な生き物を観察する 

９ 自然や生き物について家族や友人と話をする 

10 自然保護活動や美化活動に参加する 

11 自然観察会や講演会などに参加する 

12 その他の行動（                                  ） 

13 やってみたいと思う行動はない 

⇒ 問１０－１ へ
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 札幌市では、アイヌ民族に関わる施策を総合的に推進するため、令和３年度からの新たな計画「（仮称）第

２次札幌市アイヌ施策推進計画」の策定に向けて検討を進めているところです。 

そこで、皆さまのアイヌ施策に関する意識をお聞きし、計画づくりの参考とさせていただきます。 

問１１ あなたは、アイヌ民族について知っていますか。 

１ 知っている（ご自身がアイヌ民族である場合を含みます） ⇒ 問１１－１ へ

２ 知らない  ⇒ 問１２ へ

≪問１１で 「１ 知っている」と答えた方にお聞きします。≫

問１１－１ あなたは、アイヌ民族についてどのようなことを知っていますか。あてはまるものにいくつでも〇を

つけてください。 

１ アイヌ民族が先住民族であるということ 

２ アイヌ民族が独自の伝統的文化を形成してきたこと 

３ 明治時代以降、多くのアイヌ民族が非常に貧しく独自の文化を制限された生活を余儀なくされたこと

４ 中世以降、和人（日本の多数民族。大和民族とも呼ばれる）との間に交流や争いなどがあったこと

５ 現代では、他の多くの日本人と変わらない生活様式で生活しており、全国各地で暮らしていること

６ 個人や団体としてアイヌ語や伝統文化の保存、継承、振興などに取り組んでいるアイヌ民族がいること

７ その他（                                     ） 

≪引き続き、問１１で 「１ 知っている」と答えた方にお聞きします。≫

問１１－２ あなたは、アイヌ文化についてどのようなことを知っていますか。あてはまるものにいくつでも〇を

つけてください。 

１ 衣服や服飾品を彩る独特なアイヌ文様があること 

２ アイヌ語という独自の言語があること 

３ 盆や衣服などアイヌ民族独自の伝統的な民芸品・工芸品があること 

４ 伝統的な歌や踊りがあること 

５ 豊かな表現で語り伝えてきた口承文芸・民話があること 

６ アイヌ民族独自の民族楽器があること 

７ アイヌ民族独自の信仰・儀式があること 

８ アイヌ民族独自の伝統的な家屋があること 

９ その他（                                     ） 

≪皆さまにお聞きします。≫

問１２ 札幌市南区小金湯にある「札幌市アイヌ文化交流センター（サッポロピリカコタン）」についてお聞きします。 

（１） あなたは、札幌市アイヌ文化交流センターを知っていましたか。１つだけ〇をつけてください。 

１ 知っており、行ったことがある 

２ 知っていたが、行ったことはない 

３ 知らなかった 

テーマ３ 札幌市のアイヌ施策について
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（２） あなたは、札幌市アイヌ文化交流センターにおいて、どのようなイベントなら参加してみたいと思います

か。あてはまるものにいくつでも〇をつけてください。 

１ アイヌ民族の伝統的な舞踊や楽器演奏の鑑賞や体験 

２ アイヌ民族の伝統的な儀式の見学 

３ アイヌ民族の伝統的な民芸品・工芸品の製作（アイヌ文様の刺しゅう・切り絵体験） 

４ アイヌ民族の伝統的な民芸品・工芸品の製作（木彫り体験） 

５ アイヌ民族の伝統的な料理の調理・試食体験 

６ アイヌ民族の伝統的な衣装の試着体験 

７ アイヌ語やアイヌ語に由来する地名の説明など学習体験 

８ アイヌ民族の歴史や文学などの学習体験 

９ アイヌ民族の自然観や動植物についての知識を学ぶ野外体験 

10 その他（                                     ） 

11 わからない 

問１３ あなたは、アイヌ民族に関する施策のうち、どのような取り組みを重点的に行うべきだと思いますか。

あてはまるものにいくつでも〇をつけてください。 

１ アイヌ民族への理解を深めるための啓発・広報活動 

２ アイヌ民族の歴史・文化の知識を深めるための学校教育 

３ アイヌ民族への職業訓練の充実や雇用の確保などの生活支援 

４ アイヌ民族への教育の充実・支援 

５ アイヌ文化継承のための人材育成 

６ アイヌ文化復興のための活動への支援 

７ アイヌ民芸品・工芸品のブランド化などの産業振興 

８ 大学などの研究機関におけるアイヌ民族の歴史や文化に関する研究の推進 

９ その他（                                     ） 

10 わからない 

問１４ あなたは、アイヌ民族について市民に知っていただくために、どのような取り組みを重点的に行うべき

であると考えますか。あてはまるものにいくつでも〇をつけてください。 

１ 札幌市公式ホームページやＳＮＳ（※）などインターネットによる広報活動 

２ 広報さっぽろやテレビ・ラジオなどによる広報活動 

３ アイヌ民族の伝統的楽器・衣服・食事などの体験や交流イベントの開催 

４ その他（                                     ） 

５ わからない 

※ Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Ｔｗｉｔｔｅｒ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍ などのソーシャル・ネットワーキング・サービスのこと 
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札幌の農業や農地は、市民に新鮮な農産物や農業と触れ合う機会を提供し、 

貴重な緑地環境としての役割を担っています。しかしながら、都市化による農 

地の減少や、農家の高齢化など、農業を取り巻く環境は厳しさを増しています。 

そこで、札幌の農業に関する皆さまの意識などをお聞きし、今後の農業振興 

施策の参考とさせていただきます。 

問１５ あなたが、札幌の農業について知っていることはどのようなことですか。あてはまるものにいくつでも

〇をつけてください。 

１ 市内に農地があり、農家がいること 

２ 小売店での札幌産農産物の販売 

３ 飲食店での札幌産農産物の提供 

４ 学校給食での札幌産農産物の提供 

５ 札幌産農産物を表示する「さっぽろとれたてっこマーク」 

６ 札幌黄（たまねぎ）や札幌大球（キャベツ）、サトホロ（いちご）など、札幌ゆかりの野菜 

７ 農家の直売所やマルシェ 

８ 農家の飲食店（カフェやレストランなど） 

９ 収穫などが体験できる「観光農園」 

10 一連の農作業が体験・学習できる「農業体験農園」 

11 区画割りされた農地を借りる「市民農園」 

12 農業体験交流施設「サッポロさとらんど」 

13 その他（                                     ） 

14 知らない 

問１６ あなたが、今後、農業に関わるとしたら、どのような形で関わりたいと思いますか。あてはまるも

のに１つだけ○をつけてください。

１ 市民農園の利用（区画割りされた農地を借りて自由に栽培する） 

２ 観光農園の利用（果物や野菜の収穫を体験する） 

３ 農業体験農園の利用（植付・管理・収穫など、一連の農作業を体験・学習する） 

４ 農業ボランティア（農家のお手伝い） 

５ 農作業のパートやアルバイト 

６ 自分で農業をする（家庭菜園等を除く） 

７ その他（                                      ） 

８ 興味がない

テーマ４ 札幌の農業について 

さっぽろとれたてっこマーク
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問１７ 札幌産農産物の購入状況及び購入意欲について、あてはまるものに１つだけ○をつけてください。 

１ 積極的に購入している 

２ たまに購入することがある 

３ 購入していないが、今後購入したいと考えている 

４ 購入したいが、どこで販売されているのか（どれが札幌産農産物か）わからない 

５ 購入しておらず、今後もあえて購入したいとは思わない 

問１８ 北海道産農産物の購入状況及び購入意欲について、あてはまるものに１つだけ○をつけてくださ

い。 

１ 積極的に購入している 

２ たまに購入することがある 

３ 購入していないが、今後購入したいと考えている 

４ 購入したいが、どこで販売されているのか（どれが北海道産農産物か）わからない 

５ 購入しておらず、今後もあえて購入したいとは思わない 

問１９ あなたが、札幌産農産物に期待することは何ですか。あてまるものにいくつでも○をつけてくだ

さい。 

１ 新鮮さ 

２ 安全・安心（減農薬など） 

３ 味や品質の良さ 

４ 季節ごとの旬の農産物 

５ 地域ならではの特色ある農産物 

６ 健康の維持及び増進に役立つ（機能性農産物） 

７ 種類の豊富さ 

８ 生産者の顔が見える（身近に感じる） 

９ スーパーなどの小売店での販売 

10 農家等による直売所やマルシェでの販売 

11 学校給食での提供 

12 一般的な飲食店（カフェやレストランなど）での提供 

13 農家等による飲食店（カフェやレストランなど）での提供 

14 その他（                                            ） 

15 期待していない
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問２０ あなたは、札幌の農業や農地にどのような機能や役割を期待しますか。あてはまるものにいく

つでも〇をつけてください。 

 １ 農産物の生産・供給（地産地消） 

２ レクリエーション（観光農園など） 

３ 農業とのふれあい（農業体験農園や市民農園など） 

４ 生産者と消費者の交流（直売所やマルシェなど） 

５ 食育や環境に関する学習 

６ 社会福祉分野との連携（障がい者の雇用など） 

７ 防災空間（避難場所や延焼防止として） 

８ 良好な景観の形成 

９ 環境や生態系の保全 

10 その他（                                              ） 

11 期待していない 

問２１ あなたは、札幌の農業や農産物、また関連するイベントや講座などの情報を何から得たいです

か。あてはまるものにいくつでも〇をつけてください。 

１ テレビ 

２ 新聞 

３ 広報さっぽろ 

４ チラシやフリーペーパー 

５ スーパーなどの小売店や直売所でのPR 

６ 関連ホームページ 

７ ＳＮＳ（※） 

８ Ｅメール（メールマガジン） 

９ 農業関連イベント 

10 札幌の農業や農産物の情報は必要ない  

11 その他（                                     ）

※ Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Ｔｗｉｔｔｅｒ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍ などのソーシャル・ネットワーキング・サービスのこと 
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最後にあなたご自身のことについておたずねします。あてはまるものに○をつけてください。

Ｆ １  あなたの性別は 

１ 男性            ２ 女性 

 Ｆ２  あなたの年齢は（令和２年７月１日現在） 

１ 18～19歳         ２ 20～29歳         ３ 30～39歳 

４ 40～49歳         ５ 50～59歳         ６ 60～69歳 

７ 70～74歳         ８ 75歳以上 

 Ｆ３  あなたは現在何区にお住まいですか 

１ 中央区   ２ 北区   ３ 東区   ４ 白石区   ５ 厚別区 

６ 豊平区   ７ 清田区  ８ 南区   ９ 西区    10 手稲区 

 Ｆ４  あなたのご職業は（もっとも近いもの１つに○） 

１ 会社役員  ２ 会社員  ３ 公務員  ４ 自営業  ５ パート・アルバイト 

６ 主婦・主夫 ７ 学生   ８ 無職   ９ その他 

 Ｆ５  あなたの世帯構成は 

１ 自分１人または友人と同居など単身世帯  ２ 夫婦２人だけの一世代世帯 

３ 親と子の二世代世帯           ４ 親と子と孫の三世代世帯 

５ その他 

調査は以上で終了です。長時間にわたり、ご協力ありがとうございました。 

記入されました市民意識調査票は、折りたたんで同封の返信用封筒に入れ、無記名のまま切手を貼らずに

令和２年７月10日（金）までに、郵便ポストへ投函してください。 

【市政広告】 ※この広告は、市民意識調査とは関係ありません。 
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